


駅前が生まれ変わります。
　　　　─素敵な空間　新たな賑わい─

　
長
浜
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
長
浜
駅
。
そ

の
駅
前
の
姿
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
昭
和
44
年
の
開
店
以
来
、
40
数
年
間
駅
前

の
顔
で
あ
っ
た
旧
平
和
堂
長
浜
店
が
解
体
さ

れ
、
現
在
跡
地
で
は
、
市
街
地
再
開
発
組
合

が
新
駅
前
ビ
ル
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引

す
る
中
心
市
街
地
を
確
立
す
る
た
め
に
市
が

ま
と
め
た
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
整
備
事
業
の
一
つ
で
す
。

　
特
に
長
浜
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

元
経
済
界
の
人
な
ど
で
組
織
す
る
「
中
心
市

街
地
活
性
化
協
議
会
」
が
ま
と
め
た
基
本
構

想
に
基
づ
き
、
駅
前
と
い
う
立
地
環
境
を
最

大
限
生
か
し
た
活
力
あ
る
空
間
の
創
出
を
大

き
な
目
的
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　
区
域
は
、
下
段
に
示
す
約
３
h
a
で
、
大

き
く
３
つ
の
地
区
に
分
け
て
整
備
さ
れ
ま

す
。

　
今
回
は
、
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
駅
東

地
区
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
新
駅
前
ビ
ル

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
今
後
の
利

用
方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
事
業
が
完
了
し
た
地
区

　
●
長
浜
駅
南
地
区

　
　
平
成
27
年
２
月
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン

▼
現
在
整
備
中
、
検
討
中
の
地
区

　
●
長
浜
駅
東
地
区

　
　（
平
和
堂
長
浜
店
跡
地
）

　
平
成
29
年
春
　
施
設
オ
ー
プ
ン
予
定

　
● 

長
浜
駅
北
地
区
（
旧
郵
便
局
跡
地
）

　
　 

今
後
、
駅
東
地
区
の
動
向
に
あ
わ
せ
事

業
化
を
検
討
中
。

※
　
　
　
囲
み
部
分
が
計
画
区
域 長浜駅

モンデクール長浜

駅周辺整備図
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長
浜
駅
東
地
区
整
備
〜
新
駅
前
ビ
ル
の
概
要
〜

　
現
在
長
浜
駅
か
ら
、
工
事
中
の
新
駅
前
ビ

ル
を
見
る
と
40
数
年
見
え
な
か
っ
た
伊
吹
山

が
見
え
ま
す
。
新
駅
前
ビ
ル
は
、
伊
吹
山
を

借
景
に
取
り
込
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
、
低
層

の
２
階
建
て
（
一
部
５
階
建
て
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
駅
を
利
用
す
る
人
々
が
、
思
わ
ず

足
を
止
め
て
眺
め
た
く
な
る
景
色
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
浜
駅
を
利
用
す
る
人
だ
け
で
な

く
、市
民
が
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

駅
前
の
賑
わ
い
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
、
新

駅
前
ビ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
駅
前
ビ
ル
は
、「
日
常
生
活
ゾ
ー
ン
」、

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ゾ
ー
ン
」、「
交
流
・
情

報
発
信
ゾ
ー
ン
」
の
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ

ま
す
。
日
常
生
活
ゾ
ー
ン
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
ゾ
ー
ン
は
、
駅
周
辺
の
人
々
や
、
駅
を
利

用
す
る
人
々
が
身
近
に
利
用
で
き
る
商
業
施

設
で
す
。
交
流
・
情
報
発
信
ゾ
ー
ン
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
や
駅
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
大
規

模
空
間
（
ア
ト
リ
ウ
ム
）が
整
備
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出

　
新
駅
前
ビ
ル
は
、
モ
ン
デ
ク
ー
ル
長
浜
や

長
浜
駅
の
２
階
部
分
と
２
本
の
デ
ッ
キ
で
結

ば
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
３
施
設
間
の
ア
ク
セ
ス
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
と
も
に
、
駅
か
ら
ま
ち

な
か
ま
で
の
間
に
デ
ッ
キ
と
ア
ト
リ
ウ
ム
を

通
る
動
線
が
で
き
あ
が
り
、
駅
前
と
ま
ち
な

か
を
つ
な
ぐ
新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
こ
の
新
た
な
流
れ
に
よ
り
、
駅
や
駅
前
ビ

ル
な
ど
駅
周
辺
が
活
性
化
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
黒
壁
ス
ク
エ
ア
を
含
む
中
心
市

街
地
や
豊
公
園
、
慶
雲
館
の
あ
る
駅
西
地

区
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り
、

駅
周
辺
に
大
き
な
活
気
が
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
新
駅
前
ビ
ル
整
備
に
合
わ

せ
、
ビ
ル
の
東
と
南
の
市
道
を
拡
幅
す
る

こ
と
で
、
自
動
車
や
バ
ス
の
出
入
り
が
し

や
す
く
な
り
、
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。

■整備後の駅東地区の人の流れ

■フロアゾーニング
　　　　　（平面図）

４階

３階

２階

１階

ライフ
スタイル
ゾーン

日常生活
ゾーン

交流・
情報発信
ゾーン
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駅
前
の
賑
わ
い
創
出

〜
人
の
交
流
、
情
報
発
信
〜

　
新
駅
前
ビ
ル
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
米

川
緑
地
、
ア
ト
リ
ウ
ム
を
備
え
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
広
場
】

　
長
浜
駅
や
モ
ン
デ
ク
ー
ル
長
浜
か
ら
直
接

ア
ク
セ
ス
で
き
る
２
階
部
分
に
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

（
約
２
０
０
㎡
）
を
設
け
ま
す
。
屋
根
付
き

で
雨
天
時
も
対
応
で
き
ま
す
。

【
米
川
緑
地
】

　
１
階
東
側
の
米
川
に
面
し
た
場
所
に

３
０
０
㎡
の
緑
地
を
整
備
し
ま
す
。
２
階
か

ら
の
大
階
段
や
１
階
店
舗
な
ど
を
活
用
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
使
用
で
き
ま

す
。

　
ま
た
今
回
の
整
備
で
、
曳
山
春
日
山
の
山

蔵
は
米
川
緑
地
に
面
し
た
場
所
に
移
動
し
ま

す
。
来
春
の
曳
山
交
替
式
で
は
、
山
蔵
に
収

め
ら
れ
る
山
車
を
緑
地
の
中
で
じ
っ
く
り
と

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ア
ト
リ
ウ
ム
】

　
新
駅
前
ビ
ル
の
１
階
と
２
階
部
分
の
中
央

を
東
西
に
横
切
る
通
路
で
、駅
や
商
業
空
間
、

イ
ベ
ン
ト
空
間
へ
利
用
者
を
誘
導
し
ま
す
。

こ
こ
で
も
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
可
能
な
ほ
か
、
絵
や
写
真
の
展
示

な
ど
も
で
き
ま
す
。

【募集方法】①氏名　②住所　③電話番号　④愛称およびその趣旨をハガキかメールで下記まで。
　　　　　　（趣旨は簡潔に。いずれも１通につき愛称１案。あれば愛称のロゴ案も併記のこと）
【応募資格】不問
【賞　　金】最優秀賞１点:現金10万円　※同一名称の応募があった場合は賞金を按分
【応募期間】10月１日（土）～31日（月）　当日消印有効
【発　　表】12月頃予定（再開発組合ホームページで発表）http://www.arpak.co.jp/nagahamahigashiaishou.html
【応募・問合せ先】長浜駅東地区市街地再開発組合事務局 愛称募集係（（株）地域計画建築研究所内）
　　　　　　　　　　　　〒540-0042　大阪市中央区今橋３-１-７　日本生命今橋ビル10F
　　　　　　　　　　　　☎06-6205-3600　e-mail:aishou-nagahama@arpak.co.jp

新駅前ビルの愛称を募集します

イベント広場

米川緑地

アトリウム

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

◆
新
駅
前
ビ
ル
　

　
平
成
29
年
３
月
竣
工

◆
ビ
ル
東
・
南
道
路
　

　
10
月
着
工
、
平
成
29
年
５
月
竣
工

◆
モ
ン
デ
ク
ー
ル
長
浜
と
接
続
す
る
デ
ッ
キ

　
10
月
着
工
、
平
成
29
年
７
月
竣
工

◆
長
浜
駅
と
接
続
す
る
デ
ッ
キ

　
平
成
29
年
１
月
着
工
、
11
月
竣
工
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新
駅
前
ビ
ル
を
運
営
す
る

え
き
ま
ち
長
浜（
株
）

町
井
義
秀
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

整
備
に
か
け
る
意
気
込
み

　
長
浜
の
「
顔
」
で
あ
る
駅
前
の
開
発
と

い
う
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
大
阪
心
斎
橋
の
路
面
店
開
発
を
手
が
け

た
経
験
を
生
か
し
、
駅
前
に
か
つ
て
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
、
人
の
交
流
を
生
み
出

し
て
い
き
ま
す
。

交
流
の
創
出

　
ま
ず
は
、
駅
周
辺
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
店
舗
を
充
実
さ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
週

１
回
程
度
の
催
し
を
行
う
な
ど
、
人
を
呼
び

込
む
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
催
し
は
、
コ

ン
サ
ー
ト
や
展
示
会
な
ど
気
軽
に
人
が
集
ま

れ
る
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
が
関
わ
れ
る
仕
組
み

　
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
を
促
す
だ
け
で
は
、
賑

わ
い
は
続
か
な
い
で
し
ょ
う
。
弊
社
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
ゾ
ー
ン
で
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
運

営
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
人
に
は
そ
こ

で
積
極
的
に
特
産
品
や
加
工
品
を
売
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
店
舗
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
雇
用

が
生
ま
れ
れ
ば
、
駅
前
が
地
元
に
と
っ
て
無

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
、
自
然
と
賑

わ
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

駅
前
の
魅
力
づ
く
り

　
ま
ず
は
、
駅
を
利
用
す
る
若
者
や
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
カ
フ
ェ
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
校

生
や
大
学
生
た
ち
が
活
躍
で
き
る
場
を
作
る

な
ど
し
て
、
若
者
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
駅
前

に
し
て
い
き
ま
す
。

賑
わ
い
の
継
続

　
実
は
、
こ
れ
が
一
番
難
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
最
初
は
、
珍
し
く
て
大
勢
の
人
に
来

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
継
続
し
て

来
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
こ
こ
に
し
か
な

い
「
長
浜
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
て
い
く
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代
や

高
齢
者
な
ど
幅
広
い
層
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に

耳
を
傾
け
、
地
元
の
人
の
力
を
活
用
す
る
中

で
紡
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

魅力を活かして賑わいを
　長浜駅や黒壁スクエア、豊公園などを最大限利用して、思い切ったイベントがで
きれば賑わいができると期待しています。
　また、今回整備される米川緑地には、孫と一緒に散歩にいこうと今から整備が待
ち遠しいです。せっかくの施設ですし、有効に活用させてもらいます。

子育て世代がホッと一息
　新駅前ビルの建設が進んでいるのを見て、どんなビルになるのだろうと毎日ワク
ワクしています。長浜市の新たな拠点としてみんなに親しまれ、子どもからお年寄
りまで、和めるような場所になってほしいと願っています。
　３人の子育てを経験し、小さな子どもたちを連れての買物は大変でした。誰にも
頼れず育児をされているお母さんはたくさんおられます。短時間でも子どもを預っ
てくれる託児所があるといいですね。イベント会場では、ダンスやカラオケ大会が
あっても楽しいと思います。私自身も参加し、駅前を盛り上げたいです。

友達との交流の場
　長浜駅は、通学でほぼ毎日利用しています。みんなで集まることが好きなので、駅
前にみんなと遊べる場があるといいなと思っています。映画の上映会などもあると
賑やかになって高校生も利用すると思います。あと、かわいい雑貨屋があれば、通
学で駅前を通ることが楽しくなりそうです。

えきまち長浜㈱ゼネラルマネージャー
町井 義秀さん

沢尾 武廣さん

西前 智子さん

髙山朋香さん

こんな駅前を期待します！
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　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づき、生計費、国およ
び他の地方公共団体の職員の給与や民間事業の従業者の給与などを参考にして定め
ています。給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て「長浜市職員の給与に関す
る条例」などで定めています。
　今後も、給与水準の適正化と人件費の抑制に努めていきます。

市民の皆さんにお知らせす
ることで、その公平性と透
明性を高めることを目的と
しています。(市ホームペー
ジでもご覧いただけます)

※市の基準日はH28年4月1日

職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

長浜市
平成28年4月1日

321,480円 42歳6月 284,771円 52歳0月

国
平成27年4月1日

334,283円 43歳5月 289,141円 50歳2月

職員の分限および懲戒処分の状況（平成27年度）

職員の健康管理に関する主要事業の実施状況（平成27年度）

 研修の状況（平成27年度）

公務災害の状況（平成27年度）

公平委員会業務の状況（平成27年度）

（分限） ・勤務実績不良　 降任　  1人
　　　　・心身の故障 休職　55人
（懲戒） ・一般服務関係　 戒告　 2人　減給　2人
   停職　 1人　免職　1人 
 （職務専念義務・職務命令違反等）

<主な健康診断等の受診者>延べ７，８００人
定期健康診断、特殊健康診断、大腸検診、胃検診、子宮頚がん検診、
乳がん検診、VDT健康診断、B型肝炎予防接種、破傷風予防接種、 電
離放射線検診、インフルエンザワクチン接種、感染症（B型C型肝炎）
検査、特定業務従事者健康診断、エチレンオキシド健康診断、風疹
抗体検査、麻疹抗体検査、ムンプス抗体検査、水痘抗体検査

　職員の専門的な知識・技能のさらなる向上を図るとともに、高い倫
理感や多様な行政環境の変化に的確かつ柔軟に対応できる職員を養
成するため、研修に取り組んでいます。
＜市独自研修＞延べ２，４８０人
【対象者別】新規採用予定者研修、新規採用職員研修、新規採用職員・採
用2年目職員合同研修、「チームでカイゼン」運動チームリーダー研修、
副参事級女性職員対象研修、育児休暇復職支援研修
【テーマ別】財務会計事務説明会、コンプライアンス研修、ハラスメン
ト研修、市民協働推進研修、行政手続法・行政不服審査法研修会、手話
研修、あいさつ運動、オープンデータ研修、人権研修、固定資産台帳整
備に係る説明会、メンタルヘルスケア研修、困難クレーム対応研修、マ
イナンバー研修、不当要求対策研修、原子力研修、地域伝統文化研修、
人事評価・被評価者研修
＜派遣研修＞延べ３６６人
滋賀県市町村職員研修センター、滋賀県建設技術センター、日本経営
協会、全国市町村国際文化研修所、滋賀大学「学び直し塾」、その他各種
研修実施専門機関

災害発生件数     33件

・勤務条件に関する措置の要求件数   0件
・不利益処分に関する不服申立て件数  0件

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在）
区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 242,725円 285,391円 335,629円

高校卒 ― ― 299,000円

経験年数区分に対象職員がいない等で平均値がでない場合は省略。

職員手当の状況（平成28年4月1日現在）
区　分 内　　　容 備　考

期末手当
勤勉手当

（支給割合）
６月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.8月分
0.8月分
1.6月分

国の
制度と
同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職手当

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

応募認定・定年
25.55625月分
34.5825月分
49.59月分
49.59月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置(2～45%加算)

地域手当 給料と扶養手当の合計額
に支給率を乗じたもの

支給率 3％
国の制度（支給率）※ 3％

※国の制度では、地域ごとに0～20%の範囲で支給率を規定。

特殊
勤務
手当

（平成27年度
普通会計）

職員全体に占める手当支給職員の割合 8.28%

支給対象職員１人当たり平均支給年額 24,423円
手当の種類（手当数） 16

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当 福祉業務従事手当、工事現場監督等従事手当
支給職員数の
多い手当

工事現場監督等従事手当、
市税等事務従事手当

特別職の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）
区　分 給料月額等 期末手当

給 料
市　長 900,000 円

（支給割合）
 ６月期　1.225 月分
12 月期　1.375 月分
　計　 　2.60 月分

副市長 750,000 円
教育長 700,000 円

報 酬
議　長 460,000 円
副議長 400,000 円
議　員 370,000 円

一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計
標準的な
職務内容 主事 主事 主査 主幹 副参事 課長 部長

職員数（人） 42 39 126 198 114 59 29 607
構成比（％） 6.9 6.4 20.8 32.6 18.8 9.7 4.8 100 
市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。標準的な職務内容とはそ
れぞれの級に該当する代表的な職名。

時間外
勤務手当
（平成27年度
普通会計）

平成27年度 支 給 総 額 346,546千円
職員１人当たり支給年額 487千円

平成26年度 支 給 総 額 318,516千円
職員１人当たり支給年額 441千円

管理職手当
部 長 級 74,400 円　～　83,100 円
課 長 級 57,200 円　～　65,400 円
副 参 事 級 49,300 円　～　57,200 円

区　分 内　　容 備考

扶養手当

配偶者 
配偶者のない職員の扶養親族のうち1人目
その他の扶養親族1人につき
16歳から22歳までの子についての加算

13,000円
11,000円
6,500円
5,000円

国の
制度と
同じ

住居手当 借家（最高限度額）　　　　　　　  27,000円

通勤手当

交通機関利用者　55,000円以下の場合、全額   
     　　　　　　を支給
自動車等利用者　通勤距離に応じて2,000円
　　　　　　　　～31,600円支給（2km未満
　　　　　　　　は支給なし）
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市職員の人数・給与・勤務条件などをお知らせします
問人事課（☎65－6502）

採用と退職の状況（H27年4月1日～H28年3月31日）

職 種 区 分 採　用　者　数 退　職　者　数
男 女 計 男 女 計

一 般 行 政 11 9 20 24 9 33 
保 育 士 2 11 13 1 9 10 
保 健 師 0 1 1 
幼 稚 園 教 諭 6 6 8 8 
そ の 他 教 育 職
（県派遣教員） 12 2 14 11 2 13 

土 木 技 術 職 2 2 1 1 
土 木 技 術 職
（一般任期付職員） 0 1 1 

医 師 13 3 16 19 1 20 
薬 剤 師 1 2 3 1 1 2 
言 語 聴 覚 士 2 2 0 
理 学 療 法 士 1 1 0 
作 業 療 法 士 1 1 2 0 
管 理 栄 養 士 1 1 1 1 2 
診療放射線技師 3 3 0 
臨 床 検 査 技 師 2 2 4 1 1 
臨 床 工 学 技 士 0 1 1 
歯 科 衛 生 士 2 2 0 
介 護 士 0 1 3 4 
看 護 師 11 28 39 7 45 52 
准 看 護 師 1 1 0 
社 会 福 祉 士 1 1 0
自 動 車 運 転 手 0 1 1 
調 理 師 0 1 1 

計 59 71 130 69 82 151 

一般職員の勤務時間の状況（市役所）
１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 8:30 〜 12:00 12:00 ～ 13:00 13:00 ～ 17:15

38時間45分 7時間45分 勤務時間
休憩時間
（1 時間）

勤務時間

決算に占める人件費の状況（普通会計）

区　分 住民基本台帳人口
（平成27年度末）

歳出額
A  

人件費
B
人件費率
（B/A）

（参考）
26年度の人件費率

平成 27年度 人
120,595

千円
53,296,564

千円
7,657,529

％
14.4 

％
14.2 

市長、副市長、教育長、議員、各種委員などの特別職に支給される報酬、共済費を含む。
普通会計とは、市全体の会計から病院や下水道事業会計などを除いたもので、総務省
が定める会計区分のこと。

職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）

区　分 長浜市 国
初任給 採用 2年後の給料額 初任給 採用 2年後の給料額

一般行政職 上級 183,300 円 194,700 円 一般職　176,700 円 一般職　188,600 円
初級 149,000 円 158,900 円 144,600 円 153,000 円

職員給与費の内訳

区分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費
(B/A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

H28年度 人
967 

千円
3,455,734

千円
830,421

千円
1,359,360

千円
5,645,515

千円
5,838

給与費は普通会計（一般会計）の当初予算に計上された額（退職手当除く）で、市長、
副市長、教育長、議員、各種委員の報酬などは含まず。

休暇制度等の状況
年次有給休暇 １年につき 20 日
病 気 休 暇 必要期間（90 日以内）

特 別 休 暇

選挙権等行使（必要期間）
裁判員、証人等による出頭（必要期間）
骨髄・末梢血幹細胞提供（必要期間）
ボランティア（5日以内）
結婚（7日以内）
産前（出産日までの8週間以内）
産後（出産日の翌日から8週間）
育児時間（1日2回各30分以内）
妻の出産（3日以内）
妻が出産する場合の子の養育（5日以内）

子の看護（最大 10 日以内）
忌引（1日～ 10 日）
父母追悼行事（1日以内）
夏季（5日以内）
災害・事故（必要期間）
生理（2日以内）
妊娠中通勤緩和（1日､1 時間を超えない範囲）
妊娠中等保健指導・健康診査（必要期間）
妊娠障害（7日以内）
短期介護休暇（最大10日以内）

介 護 休 暇 連続する６ｶ月以内（無給）
組 合 休 暇 １年につき 20 日以内（無給）
育 児 休 業 子が 3歳になる日までの期間（無給）

育児休業の取得状況（平成27年度）

区分
育児休業取得状況  平成 27 年度中に新たに育児休業が取得可能 となった職員の育児休業取得状況

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児短時間
勤務取得者

育児休業
対象者数

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児短時間
勤務取得者

男性 0 1 0 33 0 0 0
女性 152 10 0 61 60 1 0
合計 152 11 0 94 60 1 0 

一般職員の年次有給休暇の取得状況（平成27年分）
平均取得日数 8.5 日 消化率 21.7%

職員数の状況（H28年4月1日現在）

定数 現員数
定数除外職員 差 引

定数内
職 員

育児休業
職　　員 派遣 休職者

市長事務部局 690 702 24 8 5 665 
議 会 事 務 局 7 5 0 0 0 5 
監査委員事務局 4 3 0 0 0 3 
教育委員会事務局等 353 328 22 0 0 306 
農業委員会事務局 6 6 0 0 0 6 
病 院 事 業 900 887 39 0 2 846 

計 1,960 1,931 85 8 7 1,831 

部門別職員数の増減（各年4月1日現在）
部　門 平成 27年 平成 28年 増減

一
般
行
政
部
門

議 会 5 5 0 
総 務 173 169 － 4 
税 務 40 42 2 
民 生 253 271 18 
衛 生 57 63 6 
労 働 1 1 0 
農 林 水 産 42 42 0 
商 工 23 25 2 
土 木 102 104 2 
小 計 696 722 26 

特
別
行
政

部
門 教 育 236 221 － 15 

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院・ 診 療 所 894 887 － 7 
水 道 3 2 － 1 
下 水 道 28 27 － 1 
国民健康・介護 82 72 － 10 
小 計 1,007 988 － 19 

合 計 1,939 1,931 － 8 

（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

（単位：人）
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防
災
や
防
犯
な
ど
、
地
域
の
安
全
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
空
家
。
市
内
で
増
え
続
け
て
い
る

空
家
へ
の
対
策
と
し
て
、「
長
浜
市
空
家
等
に
関
す
る
条
例
」を
10
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
市
内
に
お
け
る
空
家
の
現
状
と
、
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
空
家
の
現
状
】

　
市
内
の
空
家
数
は
約
２
，６
５
０
戸
。
う
ち

約
２
割
が
、
放
置
す
れ
ば
倒
壊
し
た
り
す
る
な

ど
著
し
い
危
険
が
あ
る
「
特
定
空
家
等
」
と
さ

れ
、
今
後
さ
ら
に
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
空
家
が
引
き
起
こ
す
問
題
】

　
空
家
が
放
置
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
む
と
、
倒

壊
の
危
険
度
が
増
す
ほ
か
、
防
災
、
防
犯
、
生

活
環
境
に
支
障
を
お
よ
ぼ
し
、
近
隣
住
民
が
不

安
を
感
じ
た
り
、
被
害
を
受
け
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
が
損
な
わ
れ
た
り
、

地
域
活
力
の
低
下
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

【
所
有
者
・
管
理
者
の
責
務
】

　
空
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
適
切
な
管
理

は
所
有
者
等
の
責
務
で
す
。
条
例
で
は
、
所
有

者
等
の
責
務
等
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

○ 

周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
空
家
等

の
活
用
お
よ
び
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

○ 

空
家
等
を
使
用
す
る
見
込
み
が
な
い
と
き

は
、
売
買
、
賃
貸
、
譲
渡
も
し
く
は
そ
の
他

の
活
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

空
家
等
を
除
去
し
た
土
地
を
利
用
し
な
い
状

態
で
放
置
せ
ず
、
適
切
な
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
活
用
し
た
り
流
通
さ
せ
る
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

・ 

お
持
ち
の
空
家
等
が
特
定
空
家
等
と
な
ら
な

い
よ
う
、
自
ら
の
責
任
で
適
切
に
管
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
空
家
等

の
状
態
に
あ
る
と
き
は
、
責
任
を
持
っ
て
直

ち
に
そ
の
状
態
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
民
官
連
携
の
取
組
】

　
予
防
、
活
用
、
適
切
な
管
理
、
除
却
お
よ
び

跡
地
活
用
の
各
段
階
で
、
所
有
者
等
と
と
も
に

次
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
自
治
組
織
：
空
家
の
発
生
予
防

　
事 

業 

者
：
空
家
、
跡
地
の
活
用
、
流
通
協
力

　
市 

民 

等
：
空
家
の
活
用
、
発
生
予
防
協
力

　
市
民
活
動
団
体
等

：
空
家
の
活
用

　
市
　
　
　
： 

広
報
啓
発
活
動
、
相
談
、
助
言
、

情
報
提
供
、
自
治
組
織
の
取
組

支
援
、
関
係
機
関
等
の
交
流
促

進
等

　
所
有
者
等
の
責
務
が
果
た
せ
ず
、
管
理
放
棄

さ
れ
た
空
家
に
つ
い
て
は
、
市
が
助
言
、
指
導
、

勧
告
、
命
令
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
情
報
提
供

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
家
等
を

発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
情
報
を

市
に
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
実
態
調
査

　
市
は
、
情
報
の
提
供
が
あ
っ
た
と
き
や
、
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
家
等
が
あ
る

と
認
め
た
と
き
は
、
実
態
調
査
・
所
有
者
調
査

を
行
い
ま
す
。

③
特
定
空
家
等
の
判
定

　
長
浜
市
空
家
等
対
策
推
進
会
議
で
、
基
準
に

基
づ
い
て
「
特
定
空
家
等
」
か
「
特
定
空
家
等
以

外
の
空
家
」か
を
判
定
し
ま
す
。

④
助
言
・
指
導

　「
特
定
空
家
等
以
外
の
空
家
」
に
対
し
て
は
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
助
言
を
行
い
ま
す
。

　「
特
定
空
家
等
」
に
対
し
て
は
、
速
や
か
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
を
行
い
ま
す
。

◆
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
場
合

⑤
勧
告

　
指
導
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な

措
置
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
期
限
を
定
め

て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
勧
告
し
ま
す
。

※ 

こ
の
場
合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
等
の
軽
減
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

※ 

勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
所
定
の
事
項
を

記
し
た
標
識
を
設
置
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
命
令

　
勧
告
に
基
づ
く
必
要
な
措
置
を
期
限
ま
で
に

講
じ
な
い
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
勧
告
ど
お

り
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
令
し
ま
す
。

※ 

命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
50
万
円
以
下
の
科

料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

※ 

命
令
し
た
場
合
は
、
所
定
の
事
項
を
公
表
し
、

標
識
を
設
置
し
ま
す
。

⑦
緊
急
安
全
措
置

　
命
じ
ら
れ
た
措
置
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、

市
が
自
ら
必
要
最
低
限
の
措
置
を
行
う
か
、
第

三
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

措
置
に
要
し
た
経
費
は
、
所
有
者
等
に
請
求

し
ま
す
。

「
長
浜
市
空
家
等
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
ま
す

問
建
築
住
宅
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
３
）　

管
理
不
十
分
な
空
家
へ
の
対
応

　
〜
自
ら
の
意
志
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
〜

《
空
家
出
前
講
座
の
お
知
ら
せ
》

　
申
込
受
付
中
で
す
。
申
込
み
・
問
合
せ
は

建
築
住
宅
課
ま
で
。

空家に関する有識者等で構成する「長浜市空
家等対策推進会議」で、空家ごとに基礎、土台、
はり、屋根、外壁等の危険度を点数化し、合
計が100点以上のものを「特定空家等」と認
定します。
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身
近
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

お
得
な
情
報
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
バ
ス
定
期
券
は
通
信
販
売
で

　
湖
国
バ
ス
㈱
で
は
、
定
期
券
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
む
通
信
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

０
７
４
９

－

２
２

－

３
３
１
６

●
バ
ス
で
の
買
い
物
・
通
院
に
は

　
小
判
手
形
、
余
呉
パ
ス
が
便
利
で
す

○
湖
国
バ
ス
㈱「
小
判
手
形
」

　
65
歳
以
上
限
定
の
定
期
券
で
、
１
か
月

２
，１
０
０
円
、
３
か
月
５
，２
０
０
円
、
６

か
月
９
，３
０
０
円
。
乗
車
の
際
に「
小
判
手

形
」
を
提
示
す
れ
ば
１
乗
車
１
０
０
円
で
乗

車
で
き
ま
す
。

○
㈱
余
呉
バ
ス「
余
呉
パ
ス
」

　
61
歳
以
上
限
定
の
定
期
券
で
、
１
か
月

２
，０
０
０
円
、
３
か
月
５
，０
０
０
円
、
６

か
月
９
，０
０
０
円
。
乗
車
の
際
に「
余
呉
パ

ス
」
を
提
示
す
れ
ば
１
乗
車
２
０
０
円
で
乗

車
で
き
ま
す
。

●
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
回
数
券
が
お
得
で
す

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
バ
ス
路
線
が
な
い
地

域
で
、
希
望
す
る
時
間
や
乗
降
場
所
を
あ
ら

か
じ
め
予
約
し
て
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
お
得
な
回
数
券
を
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
回
数
券
】12
枚
綴
り
３
，０
０
０
円

●
運
転
免
許
自
主
返
納
者
を
支
援
し
ま
す

　
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
、

公
共
交
通
を
利
用
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
交
付
内
容
】

　
バ
ス
普
通
回
数
券
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数

乗
車
券
の
い
ず
れ
か
２
，０
０
０
円
分

【
対
象
者
】

　
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
有
効
期
限
を
残

し
た
運
転
免
許
の
全
部
を
警
察
署
等
へ
返
納

し
た
人

【
申
請
期
間
】

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

運
転
免
許
を
返
納
し
た
日
か
ら
６
か
月
以

内
に
本
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○ 

免
許
返
納
時
に
警
察
署
等
で
交
付
さ
れ
る

「
運
転
免
許
取
消
通
知
書
」の
写
し
、
ま
た

は「
運
転
経
歴
証
明
書
」の
写
し

○
印
鑑

● 

警
報
発
令
時
に
は
運
行
を
休
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　
台
風
等
に
よ
り
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

に
は
、
市
内
で
運
行
す
る
バ
ス
・
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
運
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

運
行
事
業
者
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

●
バ
ス

　
湖
国
バ
ス
㈱（
余
呉
地
域
以
外
）

　
☎
６
４

－

１
２
２
４

　
㈱
余
呉
バ
ス（
余
呉
地
域
）

　
☎
８
６

－

８
０
６
６

●
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
近
江
タ
ク
シ
ー
㈱（
西
黒
田
・
神
田
・
び
わ
）

　
☎
６
２

－

０
１
０
６

　
滋
賀
中
央
タ
ク
シ
ー
㈱（
浅
井
）

　
☎
７
４

－

４
５
６
６

　
伊
香
交
通
㈱（
木
之
本
）

　
☎
８
２

－

２
１
３
５

●
公
共
交
通
全
般
に
関
す
る
こ
と

　
都
市
計
画
課

　
☎
６
５

－

６
５
６
２

路
線
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）　

車いすの人も乗車いただきやすいノンステップバスも運行しています。
※全車両がノンステップバスではありません。事前にお問合せください。

市内で運行している乗合タクシー

タクシー名 運行区域 申請・登録 問合せ

ひょうたん 西黒田・神田
西黒田公民館

神田公民館
都市計画課

☎６５－６５６２
お市ちゃん 浅井 浅井支所

わかあゆ びわ びわ支所

木之本デマンド 木之本一部 北部振興局

※乗合タクシーの事前申請は都市計画課〈東館２階〉でもできます。
　回数券は下記タクシー会社で販売しています。
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対象者・支給額

●臨時福祉給付金

・ 平成28年１月１日(基準日)時点で長浜市に住民票のある人で、平成28年度分の市民税（均等割）

が課税されていない人。ただし、市民税が課税されている人に扶養されている場合や生活保護

の受給者などは対象になりません。

・支給対象者１人につき３千円(１回限り)

●障害・遺族基礎年金受給者向け給付金

・ 平成28年度臨時福祉給付金支給対象者のうち、平成28年5月分の障害基礎年金・遺族基礎年金

等を受給している人。ただし、高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を受給し

た人は対象にはなりません。

・支給対象者１人につき３万円(１回限り)

受付期間 10月３日(月)～平成29年２月３日(金)　※必着

申請方法等
　支給対象と見込まれる人の世帯宛てに、申請書・案内チラシ等一式を９月下旬に郵送します。

対象となる人は、必要事項を記入・押印のうえ、必要書類を添えて同封の返信用封筒で返送して
ください。

必要書類

●振込先金融機関口座確認書類

　今回初めて申請する人や、前回と異なる口座への振込みを希望する人、代理人名義の口座への

振込みを希望する人などは、口座確認書類のコピーが必要です。口座確認書類とは、金融機関名、

店名、口座番号、口座名義人(カナ)がわかる通帳やキャッシュカードのことです。

●支給対象者が外国人住民の場合

・在留カード、特別永住者証明書等のコピー

「臨時福祉給付金」・「障害・遺族基礎年金受給者向け給付金」のお知らせ
問社会福祉課（☎６５－６５２８）

　消費税率が8%へ引上げられたことに伴い、所得の低い人への影響を軽減するため、暫定的・臨時的な措置と

して、「臨時福祉給付金」を昨年度に引き続き給付します。

　また、一億総活躍社会の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない障害基礎年金・遺族基礎

年金等の受給者への支援として、「障害・遺族基礎年金受給者向け給付金」を給付します。

■注意事項　
● 申請書に同封のチラシや記入例を必ずご確認いただき、記入・押印もれや添付書類もれ、記入
間違いのないようにしてください。申請書の内容に不備がある場合や必要書類がない場合は、
給付金が受け取れませんのでご注意ください。
● 給付金の振込日は別途お知らせします。(指定口座への振込みまで１か月半程度かかりますので
ご了承ください）
● 基準日時点で長浜市に住民票のない人は、当時お住まいの市区町村にお問合せください。受付期間外の申請や
基準日時点で長浜市に住民票がない人の申請は受付けられませんのでご注意ください。

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください
「臨時福祉給付金」・「障害・遺族基礎年金受給者向け給付金」に関して、次のようなことは絶対にありません！
○ 国や県、市職員などがＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いすることや、給付金支給のために、手数料な

どの振り込みを求めること。

○ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうこと。

○厚生労働省が皆さんの世帯構成や銀行口座番号などの個人情報を照会すること。
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10
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）
は
行
政
相
談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
事
務
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
、
一
級
河
川
、
年
金
、
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災

保
険
、
戸
籍
、
登
記
、
国
税
な
ど
に
関
す
る
国
の
事
務
で
困
っ

た
と
き
は
、
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守
で
す
。

●
期
間
中
の
行
政
相
談

①
10
月
18
日
（
火
）
９
時
〜
12
時

　
び
わ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
難
波
町
）

　
中
川
博
子
　
氏

②
10
月
20
日
（
木
）
９
時
〜
12
時

　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
田
町
）

　
小
林
喜
八
郎
　
氏

③
10
月
20
日
（
木
）
９
時
〜
12
時

　
公
立
木
之
本
公
民
館
（
木
之
本
町
木
之
本
）

　
林 

伊
和
男
　
氏

④
10
月
21
日
（
金
）
９
時
〜
12
時

　
浅
井
支
所
（
内
保
町
）

　
池
澤
修
也
　
氏

●
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
（
一
日
合
同
行
政
相
談
所
）

【
と

　
　
き
】
10
月
24
日
（
月
）
13
時
〜
16
時

※
受
付
12
時
30
分
〜
15
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎

　
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

【
参
加
機
関
】  

大
津
地
方
法
務
局
・
滋
賀
労
働
局
・
長
浜
市
（
消

費
生
活
相
談
）・
米
原
市
・
彦
根
年
金
事
務
所
・

滋
賀
県
司
法
書
士
会
・
滋
賀
県
行
政
書
士
会
・

税
理
士
・
長
浜
公
証
役
場
・
行
政
相
談
委
員
・

滋
賀
行
政
評
価
事
務
所

　
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
施
設
の
管
理
を

し
て
い
た
だ
け
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
施
設
お
よ
び
担
当
課

　
つ
づ
ら
お
荘

　
観
光
振
興
課
〈
西
館
２
階
〉
☎
６
５
―
６
５
２
１

●
指
定
管
理
予
定
期
間

　
５
年
間
（
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
34
年
３
月
31
日
）

●
募
集
要
項
の
配
布

　【
期
　
限
】
10
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　 

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　【
場
　
所
】
観
光
振
興
課

　
※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
申
請
書
類
の
提
出

　【
期
　
間
】
10
月
21
日
（
金
）
〜
31
日
（
月
）

　【
提
出
先
】
直
接
担
当
課
ま
で
。

※
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　
民
間
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

を
含
め
、
法
人
や
団
体
（
個
人

は
不
可
）
で
あ
れ
ば
、
市
に
代

わ
っ
て
公
共
施
設
の
管
理
運
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

民
間
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

施
設
の
管
理
運
営
に
活
か
す
こ

と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
経
費
の
削
減
な
ど
を
図

る
も
の
で
す
。

長
浜
市
防
災
訓
練
関
連
行
事

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
考
え
よ
う

　
地
震
防
災
の
意
識
を
高
め
る
場
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震

化
に
向
け
た
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

実
際
に
被
災
し
た
人
の
体
験
談
や
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、

補
強
方
法
な
ど
将
来
に
起
こ
り
う
る
大
地
震
へ
の
対
策
の
必
要

性
を
、
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
に
、
耐
震
改
修
個
別
相
談

会
も
開
催
し
ま
す
。
建
築
の
専
門
家
が
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
16
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
湖
北
公
民
館
（
湖
北
町
速
水
）

【
定
　
員
】
セ
ミ
ナ
ー
　
　
60
人

　
　
　
　 

個
別
相
談
会
　
若
干
人

【
参
加
費
】
無
料
　

【
対
　
象
】
ど
な
た
で
も
　

【
申
込
み
】
セ
ミ
ナ
ー
は
不
要
。

　
　
　
　 

個
別
相
談
会
は
事
前
に
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い「
行
政
相
談
」

　
　
　
　
　
　
問
総
務
課（
☎
６
５

－

６
５
０
３
）

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
問
行
政
経
営
改
革
課（
☎
６
５

－
６
７
０
２
）

木
造
住
宅
耐
震
化
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　
　
　
問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

問
合
先
・
申
込
み

　
開
発
建
築
指
導
課
〈
東
館
２
階
〉

　
☎
６
５

－

６
５
４
３
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◆
北
国
街
道
き
の
も
と
宿
会
場

　
　
　（
J
R
木
ノ
本
駅
周
辺
）

　
秘
伝
の
技
法
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
高

さ
10
ｍ
に
お
よ
ぶ
山
飾
り
が
見
ど
こ
ろ

の
「
丹
生
茶
わ
ん
祭
」
の
曳
山
が
J
R
木

ノ
本
駅
前
に
登
場
。

　
花
奴
と
呼
ば
れ
る
踊
り
手
に
よ
る
練

り
込
み（
行
列
移
動
）と
山
車
の
引
き
回

し
も
行
わ
れ
、
お
祝
い
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

き
の
も
と
宿
街
道
ま
つ
り

　
ご
当
地
グ
ル
メ
が
集
結
す
る
「
街
道
屋

台
」
や
餅
つ
き
、
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
等
の

お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】10
月
30
日（
日
）10
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】地
蔵
坂
・
北
国
街
道

　
大
会
当
日
の
会
場
周
辺
は
、
交
通
規

制
の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご

来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

29
土
〜
30
日
は
ま
ち
な
か
、き
の
も
と
へ
！

▶
丹
生
茶
わ
ん
祭
の
山
飾
り

河内音頭

龍神舞

金居原の太鼓踊り

阿波おどり

10月長
浜
曳
山
ま
つ
り

高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能
賞
受
賞
！

　
今
年
の
「
高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸

能
賞
」
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
間

近
の
長
浜
曳
山
ま
つ
り
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
賞
は
、
地
域
伝
統
芸
能
の
保
存
と
継
承
に

よ
せ
ら
れ
た
高
円
宮
殿
下
の
ご
遺
徳
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
賞
で
、
伝
統

芸
能
の
保
存
、
継
承
、
活
用
の
全
て
に
お
い

て
抜
き
ん
で
た
功
績
が
認
め
ら
れ
る
個
人
ま

た
は
団
体
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
長
浜
市
で
は
、
こ
の
た
び
の
受
賞
を
記

念
し
、
10
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）
の

２
日
間
、
市
内
４
会
場
で
地
域
伝
統
芸
能

全
国
大
会
「
日
本
の
祭
り
in
な
が
は
ま

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会
と
は

　
こ
の
大
会
は
、
各
地
の
伝
統
芸
能
な
ど
の

公
演
を
通
じ
て
、
伝
統
芸
能
の
活
性
化
や
観

光
振
興
を
図
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
24
回
目
。
関
西
で
は
平
成
11
年

の
和
歌
山
県
に
次
い
で
２
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。『「
秀
吉
出
世
の
ま
ち
」
長
浜
か
ら

日
本
を
元
気
Ｕ
Ｐ
』
を
テ
ー
マ
に
、
県
外

13
、
県
内
18
、
海
外
２
団
体
の
合
計
33
団
体

が
出
演
し
、祭
り
や
踊
り
、狂
言
、獅
子
舞
、
唄

と
い
っ
た
自
慢
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。

　
本
市
か
ら
は
、「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」、「
丹

生
茶
わ
ん
祭
」、
８
年
ぶ
り
の
復
活
と
な
る

「
速
水
伊
豆
神
社
八
朔
大
祭
幡
母
衣
武
者
行

列
」、「
永
久
寺
の
蛇
の
舞
」「
冨
田
人
形
」「
八

日
市
の
太
鼓
踊
り
」「
下
余
呉
の
太
鼓
踊
り
」

「
金
居
原
の
太
鼓
踊
り
」「
当
目
の
太
鼓
踊
り
」

が
出
演
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
29
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】

●
メ
イ
ン
会
場

さ
ざ
な
み
会
場
（
長
浜
文
化
芸
術
会
館
）

ま
ち
な
か
会
場
（
中
心
市
街
地
）

●
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

北
国
街
道
き
の
も
と
宿
会
場

（
J
R
木
ノ
本
駅
周
辺
）

浅
井
会
場
（
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
）

※ 

さ
ざ
な
み
会
場
の
入
場
整
理
券
の
募
集
は

締
め
切
り
ま
し
た
。
浅
井
会
場
は
、
引
き

続
き
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　 

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

事
務
局
（
歴
史
遺
産
課
）
☎
６
５
‐
６
５
１
０

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://m
atsu

rin
agah

am
a.jp
/

）
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◆
ま
ち
な
か
会
場
（
中
心
市
街
地
）

　
　
曳
山
博
物
館
広
場
と
長
浜
駅
前
通
り

会
場
で
、
伝
統
芸
能
の
競
演
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
10
月
30
日
（
日
）
に
は
「
秋

の
長
浜
曳
山
祭
特
別
公
開
」
と
し
て
、
長

刀
組
の
太
刀
渡
り
や
今
春
の
出
番
山
四
組

に
よ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
の
上
演
を
行
い
ま

す
。
春
の
祭
礼
以
外
で
四
組
の
子
ど
も
歌

舞
伎
の
上
演
が
行
わ
れ
る
の
は
昭
和
29
年

の
四
組
交
代
出
場
取
り
決
め
以
降
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　
長
浜
駅
前
通
り
会
場
で
は
、
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
の
「
太
鼓
踊
り
」
の
競

演
や
、
鎧
を
身
に
ま
と
い
背
に
24
本
に

割
っ
た
竹
に
48
個
の
紅
提
灯
を
付
け
て
練

り
歩
く「
速
水
伊
豆
神
社
八
朔
大
祭
幡
母
衣

武
者
行
列
」の
ほ
か
、
織
田
信
長
が
安
土
城

下
で
観
覧
し
た
と
伝
わ
り
、
山
車
と
山
車

が
ぶ
つ
か
り
合
う
勇
壮
な
祭
り
「
日
牟
礼

の
左
義
長
行
事
」が
行
わ
れ
ま
す
。

同
時
開
催 

お
祭
り
屋
台

　
長
浜
駅
前
通
り
特
設
会
場
に
多
く
の
飲

食
屋
台
が
並
び
ま
す
。

【
と

　
き
】10
月
29
日
（
土
）
11
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　
30
日
（
日
）
11
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】長
浜
駅
前
通
り
特
設
会
場

浜

まつり

婦

冨田人形タイ民俗舞踊山形花笠まつり

奄美の島唄速水伊豆神社八朔大祭幡母衣武者行列日牟礼の左義長行事

長
浜
駅
前
通
り
を
含
む
ま
ち
な
か
の
交
通

規
制
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】10
月
29
日
（
土
）
10
時
〜
19
時

　
　
　
　
　
30
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

【
区
間
】長
浜
駅
前
通
り
の
高
田
交
差
点
〜

　
　
　
長
浜
駅
口
交
差
点
お
よ
び
そ
の
周
辺

　
大
会
当
日
の
会
場
周
辺
は
、
交
通
規
制

の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
来
場

の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
駐
車
場
を
臨
時
無

料
駐
車
場
と
し
て
い
ま
す
。
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https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

９月１日（木）
野菜で飾られた神輿が渡御
　湖北町速水の伊豆神社で「八朔大祭」が行われ、野菜等で飾
りつけられた「青物神輿」が５年ぶりに集落内を巡行しました。
　大祭は、仲哀天皇が遠征時に伊豆神社で戦勝を祈願、八朔（旧
暦の８月１日）に戦勝を報告したのが発祥と伝えられています。
　穀物、野菜、果物、乾物、草花等約80種を使って飾り付けた
重さ約500キロの神輿を、およそ20人の若者たちが「わっしょ
い！わっしょい！」と声をあげながら勇壮に担ぎました。

９月３日（土）
熱い舞いが夏を締めくくる　　
　浅井文化スポーツ公園で「長浜あざいあっぱれ祭り」が開か
れました。17回目の開催となる今年、過去最多となる県内外か
ら26チーム、およそ800人が出場しました。 
　鮮やかな衣装を身にまとった踊り手たちの迫力ある踊りに会
場は大興奮！どのチームにも惜しみない声援が送られました。
　また、全国のご当地グルメが味わえる「グルメカーフェスティ
バル」も開かれ、会場は１日中盛り上がりを見せました。

９月４日（日）
静けさの中に感じる力強さ
　長浜市民弓道場で「第38回秀吉長浜弓道大会」が開かれました。
　一般男子、一般女子、高校男子、高校女子の４部門約170人が出
場、開会式から緊張感のある厳かな雰囲気の中で始まりました。
　競技では、日頃の練習成果を発揮しようと表情は真剣そのも
の。一点を見つめて集中力を高め、力強く弓を引いて矢を放つ。
放った矢の結果に一喜一憂することはなく、弓道にある静と動、
姿勢や佇まいは実に美しいものでした。

９月５日（月）
全力でプレーします！
　10月15日（土）から４日間、長崎で開かれる「全国健康福祉祭
（ねんりんピック）」に、本市から滋賀県代表として出場する選
手の壮行会が市役所で開かれました。
　今大会には、ゲートボール、ソフトテニス、ソフトボール、剣道、
弓道の５種目に12人が出場します。
　代表であいさつに立ったゲートボールの奥澤さんは「市ス
ポーツ振興のため頑張ってきます」と抱負を語りました。
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８月15日（月）
１千年の伝統脈々と
　竹生島宝厳寺最大の伝統行事「蓮華会」が行われました。蓮
華会は、貞元２年（977年）円融天皇の勅命により始まった１千年
以上の歴史ある行事です。毎年、宝厳寺の辯才天を自宅でおま
つりする頭人が選定され、蓮華会は８月15日に宝厳寺へ辯才天
を返す際に行われます。頭人には、古くは天皇や豪族、近世で
は地域の有力者や信仰心の高い人が選ばれていますが、戦国武
将の浅井久政、長政も務めていたとされています。

８月16日（火）
踊りで五穀豊穣祈願
　西浅井町集福寺で「ちゃんちゃこ祭り」が行われました。江
戸時代から伝わる五穀豊穣を祈る祭りで、鉦と太鼓に合わせて
舞う踊りが奉納されるほか、華やかな衣装を着た花笠や武者行
列も行われます。踊りには、鉦と太鼓役に大人２人ずつ、棒振
り役は小学生２人。本番にむけ５月から稽古に励みました。
　今年は３年ぶりの開催で、市内外からの見物客もあり、大い
に賑わいました。

８月17日（水）
みずすまし30周年おめでとうギョざいます
　市内27小学校の児童と指導教諭からなる長浜市水生生物少年
少女調査隊「みずすまし」結成30周年を記念し、浅井文化ホー
ルで「交流会・講演会」が行われ、市内の小学生ら410人が来場
しました。
　午前の交流会では、市内８校の隊員からの河川調査などの活
動発表、午後はテレビでも活躍中のさかなクンによる講演会が
あり、環境への関心がより高まったようでした。

８月20日（土）
地域ぐるみの手づくり縁日
　保健センター西浅井分室の駐車場で「にしあざい縁日」が開
かれました。地域の活性化と交流を目的に行われているもので、
今年で５回目。子どもたちの元気なダンスや、地元グループに
よるフラダンスが披露され、大きな声援が送られました。
　たこ焼きや焼き鳥、スーパーボールすくいなどの模擬店も充
実し、訪れた人々を楽しませました。地元中学生がボランティ
アで運営に加わるなど、地域ぐるみの素晴らしい縁日でした。

※ この事業は全国モーターボート競走施行者協議
会からの拠出金を受けて実施するものです。
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市政の動き
（８月16日～９月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

８月18日（木）
第１回長浜市病院事業改革プラン評価委員会
担当課:市立長浜病院経営企画課（☎68－2300）

平成27年度の長浜市病院事業決算、改革プランの取組状況および
中期経営計画（新改革プラン）について事務局から説明を受け、評
価、意見交換および検討を行いました。

８月25日（木）
第１回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課:高齢福祉介護課 （☎65－7789）

審議会の役員を選出したのち、地域密着型サービス運営委員会お
よび支え合いの地域づくり推進委員会委員の指名および任期に
ついて審議しました。また、高齢者保健福祉事業の取組等の報告・
説明と、情報交換を行いました。

８月31日（水）
長浜市国民健康保険運営協議会
担当課:保険医療課 （☎65－6512）

平成27年度の国民健康保険特別会計にかかる歳入歳出決算につい
て事務局から説明を受け、質疑ののち了承しました。

８月31日（水）　
長浜市指定管理者選定委員会第２委員会
担当課:行政経営改革課（☎65－6702）

指定管理者候補について審査を行った結果、次の団体を候補とし
て適当と判断しました。
・西浅井地域振興関連施設は（有）西浅井総合サービス
・五先賢の館は五先賢の館運営委員会

９月１日（木）
第２回長浜市都市計画審議会
担当課:都市計画課（☎65－6562）

彦根長浜都市計画第一種市街地再開発事業の変更・決定、浅井湖
北都市計画火葬場の変更、木之本高月都市計画汚物処理場の変更
について、原案に同意することを議決しました。

９月５日（月）
長浜市地域経営改革会議
担当課:行政経営改革課（☎65－6702）

第３次長浜市行政改革大綱アクションプラン、長浜市公共施設等
総合管理計画に基づく個別施設計画の策定、カイゼン運動の推
進、PPP（官民パートナーシップ）計画の策定について事務局より
説明を受け、内容を協議しました。

９月７日（水）
長浜市指定管理者選定委員会第１委員会
担当課:行政経営改革課 （☎65－6702）

慶雲館・つづらお荘の指定管理者の募集にあたり、募集方法およ
び募集要項等について審議しました。

「
幼
稚
園
」・「
保
育
所
」・「
認
定
こ
ど
も
園
」入
園
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」通
所
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

問
幼
児
課（
☎
6
5
―
8
6
0
7
）　
子
育
て
支
援
課（
☎
6
5
―
6
5
1
4
）

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧
及
び
説
明
会
を
行
い
ま
す

問
都
市
計
画
課（
☎
6
5
―
6
5
6
2
）

【
受
付
期
間
】

　
10
月
13
日
（
木
）
〜
21
日
（
金
）

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
受
付
場
所
】

○ 

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
短
時
部
）

公
立
園
は
通
園
区
の
園

　
民
間
園
は
第
１
希
望
園

○
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
長
時
部
）

　 

第
１
希
望
園
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
多

目
的
ル
ー
ム
、北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

※ 

10
月
15
日
（
土
）
９
時
〜
17
時
に
市
役

所
本
庁
舎
１
階
多
目
的
ル
ー
ム
で
受
け

付
け
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　 

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支

援
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、

各
支
所

※ 

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
申
し
込
む

場
合
は
、
平
日
14
時
〜
18
時

※
詳
し
く
は
９
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

「
レ
イ
モ
ン
ド
長
浜
保
育
園
」
は
、平

成
29
年
４
月
に
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
区
域
の
再
編
に
係
る
都
市
計

画
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。意
見
の
あ
る

人
は
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
案
の
名
称
】・ 

長
浜
北
部
都
市
計
画
特
定

用
途
制
限
地
域
の
決
定

　
　
　
　
　
・ 

長
浜
北
部
都
市
計
画
用
途

地
域
の
変
更

　
　
　
　
　
・ 

彦
根
長
浜
都
市
計
画
用
途

地
域
の
変
更
な
ど

【
説 
明 
会
】 各
日
と
も
19
時
〜
20
時

　
　
　
　  
・ 

10
月
12
日
（
水
）
市
役
所

本
庁
舎
１
階
多
目
的
ル
ー

ム

　
　
　
　  

・ 

10
月
14
日
（
金
）
高
月
公

民
館
２
階
第
２
研
修
室

【
告 

示 

日
】
10
月
17
日
（
月
）

【
縦
覧
期
間
】 

10
月
17
日
（
月
）
〜
31
日

　
　
　
　
　
　（
月
）

【
縦
覧
場
所
】
都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉

【
意
見
提
出
】

　
所
定
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
記
入
し
、
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

に
直
接
担
当
課
へ
。

※ 

告
示
日
以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
計

画
（
案
）
の
閲
覧
と
意
見
書
様
式
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。
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10月１日は「浄化槽の日」
法定検査を受けましょう                             問環境保全課（☎６５－６５１３）

ながはま０次予防コホート事業　成果報告会

講演会「健康寿命を延ばすロコモ対策」のご案内　問健康推進課（☎６５－７７５９）

　浄化槽は適正な維持管理を行わないと悪臭の発生や

側溝・河川の汚染につながります。住宅等で浄化槽を

使用している人（管理者）は、次の３つを守り、適正な

維持管理に努めてください。

①保守点検
　家庭用の浄化槽は４か月に１回以上、正しく機能し

ているか点検が必要です。保守点検は、県の登録を受

けた保守点検業者に依頼してください。

問滋賀県循環社会推進課（☎０７７－５２８－３４７１）

②法定検査（11条検査）
　浄化槽の保守点検、清掃などの維持管理が適正に行

われているか、年１回の検査が義務付けられています。

検査依頼は下記まで。

問（公社）滋賀県生活環境事業協会（県知事指定検査機関）

　 （☎０７７－５５４－９２７１）

③清掃
　浄化槽の清掃（汚泥の引き抜き）を年１回以上実施す

ることが義務付けられています。湖北広域行政事務セ

ンターの許可業者に依頼してください。

◆浄化槽の清掃業者
　旧長浜市　　橋本クリーン産業（株）　　☎62-4095

　　　　　　　（株）ライフリリーフ　　　☎62-1356

　旧東浅井郡　（株）テックアシスト　　　☎74-8444

　旧伊香郡　　（有）伊香清掃センター　　☎82-2208

　　　　　　　（株）日の丸清掃社　　　　☎82-3179

※ 下水道への接続などで浄化槽を廃止された場合や、転居

などで浄化槽管理者を変更された場合は、30日以内に「浄

化槽廃止届」、「浄化槽管理者変更報告書」を環境保全課

まで必ずご提出ください。様式は市ホームページからダ

ウンロードすることができます。

※保守点検・清掃の記録は３年間保管してください。

　平成19年度から京都大学と実施している「ながはま

０次予防コホート事業」では、１万人の市民の皆さん

に０次健診を受診していただきました。平成24年から

は、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）に関

する体力測定を行っています。

　ロコモティブシンドロームは、骨や関節、筋肉など

運動するための器官の衰えが原因で、歩行や立ち座り

などの生活動作に支障をきたす状態をいいます。

　平成27年２月時点での、市内の要介護等認定の原因

のうち、大腿骨骨折や関節炎などの病気が３割を占め

ていました。これらの病気には、ロコモティブシンド

ロームが関係していると推測されます。

　ロコモティブシンドロームを予防するには、適度な

運動で骨や筋肉に刺激を与えること、適切な栄養を取

ることが大切です。

　今回、０次健診の体力測定結果を元に、研究に取り

組む京都大学の研究結果や、ロコモティブシンドロー

ムの予防方法などを紹介する講演会を開催します。ぜ

ひご参加ください。

【日　時】11月６日（日）　午後２時～４時
【会　場】湖北文化ホール（湖北町速水）
【内　容】「運動器の大切さ「ロコモ」とは」
　　　　 　京都大学医学研究科　坪山 直生　先生

　　　　 「ロコモ対策のための体力づくり」

　　　　 　京都大学医学研究科　池添 冬芽　先生

【定　員】300人
【申込み】保健センター高月分室（高月町渡岸寺）
　　　　 ☎８５－６４２０

認知症
22.4%

関節炎 10.1%

大腿骨骨折 4.8%脳血管疾患
15.2%

循環器疾患
9.8%

その他
22.5%

ロコモティブシ
ンドロームが関
係していると推
測される、病気

関節リウマチ、
その他の筋骨格・
結合組織損傷
15.1%

要介護等認定の原因（%）

（高齢福祉介護課調べ）
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街
並
み
景
観
形
成
を
応
援
し
ま
す

（
追
加
募
集
）問

商
工
振
興
課
（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

「
湖
北
地
域 

福
祉
の
職
場
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

紅
葉
の
長
浜
！
健
康
ウ
ォ
ー
ク

六
荘
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

　
伝
統
的
な
建
築
様
式
の
建
物
を
保
存
・
活
用
し
、
魅
力

あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
事
業
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
補
助
対
象
事
業
や
対
象
者
な
ど
、
詳
し
く

は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
10
月
６
日
（
木
）
〜
17
日
（
月
）

伝
統
的
街
並
み
景
観
形
成
事
業

　
A

　
商
業
観
光
推
進
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
　（
１
／
２
　
１
５
０
万
円
）

　
B

　
伝
統
的
町
家
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
　（
１
／
２
　
２
０
０
万
円
）

　
C

　
伝
統
的
町
家
再
生
活
用
等
整
備
事
業

　
　（
１
／
２
　
５
０
０
万
円
）

※
（
　
）
内
は
補
助
率
、
補
助
限
度
額

【
対
象
区
域
】

　
A
、
C
は
特
定
景
観
形
成

重
点
区
域
①
長
浜
駅
前
通
り

② 

北
国
街
道
の
長
浜
駅
前
通

り
以
南

　
B
は
特
定
景
観
形
成
重
点

区
域
お
よ
び
北
国
街
道
長
浜

駅
前
通
り
以
南

　
福
祉
や
保
育
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
人
や
、
就
職
希
望

の
人
を
対
象
に
、
職
場
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
参
加
事
業
所
か
ら
、
就
職
に
役
立
つ
情
報

を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

【
と
　
き
】
10
月
22
日
（
土
）　
13
時
〜
16
時

【
内
　
容
】

第
１
部  （
市
役
所
本
庁
舎
西
館
５
階
　
５

－

B
会
議
室

　
　
　
　
13
時
〜
14
時
）

　
○
福
祉
の
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー

　
　 

　
福
祉
の
仕
事
を
紹
介
す
る
D
V
D
上
映
、
先
輩
職

員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
資
格
・
職
場
体
験
情
報
の
紹
介

第
２
部
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
　
多
目
的
ル
ー
ム
　
14
時

　
　
　
　
〜
16
時
）

　
○
事
業
所
説
明
会

　 

　 

　
参
加
事
業
所
ご
と
の
ブ
ー
ス
で
相
談
や
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

　
○
資
格
取
得
相
談

　
　
　
福
祉
の
資
格
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※ 

長
浜
・
米
原
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
し
ょ
う

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
保
育
所
等
を
開
設
し
て

い
る
事
業
所
が
参
加
し
ま
す
。

※ 

申
込
不
要
、
入
退
場
自
由
、
履
歴
書
不
要
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

　
運
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、「
紅
葉
の
長
浜
！
健
康

ウ
ォ
ー
ク
・
六
荘
め
ぐ
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
温
か
い
う

ど
ん
や
参
加
賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
と
　
き
】
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　 

９
時
30
分
〜
12
時
（
受
付
９
時
〜
）

【
集
合
場
所
】
六
荘
公
民
館
（
勝
町
）

【
参
加
費
】

　
２
０
０
円
。
た
だ
し
「
み
ん
な
で
一
緒
に
な
が
は
ま
健

康
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
て
い
る
人
は
無
料
。

【
定
　
員
】
１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
服
装
・
持
ち
物
】

　
歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※ 

健
康
ウ
ォ
ー
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
中
の
人
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
歩
数
計
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
コ
ー
ス
】

　
六
荘
公
民
館
か
ら
湖
岸
へ
出
て
田
村
山
へ
。
六
荘
地
域

を
一
周
す
る
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

【
申
込
み
】

　
10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、氏
名
、連
絡
先
を
電
話
、メ
ー

ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み

み
ん
な
で
一
緒
に
な
が
は
ま
健
康
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
）

☎
６
５
│
７
７
７
９
　

６
５
│
１
７
１
１

* ken
ko
u
@
city.n

agah
am
a.lg.jp
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公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
の

引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）に
つ
い
て

問
税
務
課
（
☎
６
５

－

６
５
２
４
）

自
伐
型
林
業
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

問
森
林
整
備
課
（
☎
６
５

－
６
５
２
６
）

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

農
地
の
貸
借
募
集
開
始

問
農
政
課
（
☎
６
５

－

６
５
２
２
）

　
公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
住
民
税

を
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
市
に
納
入
す
る
制
度
で
、

新
た
に
税
負
担
が
生
ず
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
人

　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
前
年
中

の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
人

※ 

４
月
１
日
現
在
で
65
歳
の
人
は
、
10
月
支
給
の
年
金
か

ら
引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　
次
の
人
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
１
月
２
日
以
降
、
本
市
へ
転
入
し
た
人

　
・
老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人

　
・
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
人

　
・ 

引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
等
の

額
を
超
え
る
人

　
・ 

所
得
税
、
介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
等
を
差
し
引
い
た
給
付
額
が
、
年
金
所
得
に
対

す
る
住
民
税
額
を
下
回
る
人

●
対
象
と
な
る
住
民
税
額

　
公
的
年
金
所
得
に
対
す
る
住
民
税
額

※ 

給
与
所
得
や
事
業
所
得
等
に
か
か
る
住
民
税
額
が
あ
る

場
合
、
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
ま
た
は
納
付
書
、
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
引
き
落
と
し
対
象
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年
以
前
の
制
度
に
よ
る

老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等

※ 

障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
の
年
金
は
対

象
外
。

　
安
全
な
林
業
技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
て
、
自
伐
型
林
業

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
対
象
・
条
件
】

 

　
市
内
在
住
在
勤
で
、
山
の
整
備
や
薪
利
用
な
ど
山
林
で

作
業
す
る
人
、
森
林
整
備
や
林
業
に
関
心
の
あ
る
人
。
初

心
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
研
修
の
内
容
と
開
催
日
時
】

　
①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
研
修
会
（
教
科
と
実
技
）

　
　
10
月
25
日
（
火
）
〜
26
日
（
水
）
８
時
30
分
〜
17
時

　
　
２
日
間
の
受
講
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
②
針
葉
樹
伐
倒
お
よ
び
搬
出
研
修
会

　
　
11
月
８
日
（
火
）
〜
９
日
（
水
）
９
時
〜
16
時

　
③
広
葉
樹
伐
倒
研
修
会

　

　
④
作
業
道
研
修
会

　
⑤
山
の
経
営
相
談
会
（
随
時
）

【
定
員
】

　
各
15
人
程
度
（
先
着
順
）

【
受
講
料
】

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
の
テ
キ
ス
ト
代
（
実
費
負
担
）

【
申
込
み
】

　
10
月
19
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

※ 

③
④
の
開
催
日
は
11
月
下
旬
〜
12
月
上
旬
の
平
日
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
い
た
だ
く
か
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
農
用
地
等
を
貸
し
た
い
人
か
ら
借
り
た
い
人
へ
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
図
る
た
め
、
中
間
的
受
け
皿
と
な
る

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
今
年
度
２
回
目
の
募
集
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

【
募
集
期
限
】
11
月
10
日
（
木
）

●
農
地
を
貸
し
た
い
人

【
対

　
　
象
】
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

【
貸
借
期
間
】
原
則
10
年
以
上

※ 

機
構
へ
農
地
を
貸
し
付
け
る
に
は
、
貸
付
申
出
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

※
借
受
先
は
機
構
が
選
定
し
ま
す
。

●
農
地
を
借
り
た
い
人

【
対

　
　
象
】  

認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
・
農
業
法

人
・
人
農
地
プ
ラ
ン
中
心
経
営
体
な
ど

※ 

機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
る
に
は
、
借
受
希
望
申
込

書
の
提
出
（
毎
年
）
が
必
須
で
す
。

※ 

１
回
目
の
募
集
で
借
受
希
望
申
込
書
を
提
出
し
、
申
込

内
容
に
変
更
が
な
い
人
は
、
今
回
の
提
出
は
不
要
で
す
。

提
出
先

　
農
政
課
〈
東
館
２
階
〉、
北
部
振
興
局
農
林
課

※ 

農
地
の
貸
付
け
に
伴
う
協
力
金
の
交
付
等
、
詳
し
く
は

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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 オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み

　
特
に
暑
い
毎
日
が
続
い
た
今
年
の
夏

は
、
４
年
に
１
度
の
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
２
０
６
の

国
と
地
域
か
ら
１
万
１
千
人
を
超
え
る
選

手
団
が
参
加
し
、
17
日
間
に
わ
た
り
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
日
本
選
手
団
の
活
躍
は
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成
強
化
や
日
頃
の
厳
し
い
練

習
、
精
神
力
の
鍛
錬
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

見
事
に
実
り
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
41
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
世
界
中
に
「
日
本
」

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
印
象
的
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
出
身
の
10
人
の
選
手
の
活
躍
も

目
ざ
ま
し
く
、
特
に
陸
上
４
０
０
m
リ

レ
ー
の
桐
生
選
手
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
の
乾
選
手
は
見
事
に
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
、
県
民
と
し
て
大
変
嬉
し
く

誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
催
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
滋
賀
県

出
身
の
選
手
を
は
じ
め
、
日
本
選
手
団
の

活
躍
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
た
ち
は
、
多
く
の
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
４
年
後
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
８
年
後
は
滋
賀
国
体
で
す
。
国
際
大

会
や
全
国
大
会
で
活
躍
で
き
る
長
浜
出
身

の
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
・
育
成
を

し
っ
か
り
支
援
し
、
一
人
で
も
多
く
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
現
在
、
国
体
の
開
催
に
合
わ
せ
て
社
会

体
育
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
夢
や
希
望
、
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
競
技
で
あ

り
、
仲
間
作
り
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
、

生
涯
を
通
じ
て
楽
し
む
・
遊
ぶ
と
い
っ
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
大
い
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
健
康
な
心
と
身
体
づ
く
り
に
汗
を

流
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長
コラム◯75

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

か
か
り
つ
け
医
を

　
持
ち
ま
し
ょ
う

　
市
立
長
浜
病
院
で
は
地
域
の
医
療
機

関
と
連
携
し
、
日
常
の
健
康
管
理
は
か

か
り
つ
け
医
で
あ
る
診
療
所
で
行
い
、

専
門
的
な
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場
合

は
病
院
で
と
い
っ
た
役
割
分
担
を
図
っ

て
お
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
当
院
の
医

師
と
の
複
数
主
治
医
体
制
で
地
域
の
中

で
継
続
し
た
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
頃
か
ら
患

者
さ
ん
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
病
気

に
な
っ
た
と
き
の
受
診
や
家
族
ぐ
る
み

で
健
康
管
理
の
相
談
が
気
軽
に
で
き
る

地
域
の
診
療
所
な
ど
の
身
近
な
医
師
の

こ
と
で
す
。

　
当
院
を
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
や
新

た
な
症
状
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
予
約
申
込
を
し
て
、
紹

介
状
を
持
っ
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
で
治
療
を
行
い
、
病
状

が
安
定
し
て
い
る
患
者
様
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
ご

紹
介
し
、
日
常
の
診
療
は
「
か
か
り
つ

け
医
」
が
行
い
、
詳
し
い
検
査
や
治
療

が
必
要
な
場
合
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

か
ら
の
連
絡
（
紹
介
状
）
に
よ
り
当
院

で
行
う
な
ど
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連

携
し
た
効
率
的
な
医
療
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　 （
☎
６
８
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院　地域医療事業部総括
看護師 土川 陽子

市立病院通信‒◯‒66

専門的な検査や
治療を主に担当

初期診療や安定した
症状を主に担当

▲ 長浜市民庭球場にて
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10
月
23
日（
日
）は

ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

竹
生
島
タ
ブ
ノ
キ
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
募
集

10
月
の
長
浜
市
民
献
血
デ
ー

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
な
が
は
ま
英
語
キ
ャ
ン
プ
」

参
加
者
募
集
し
ま
す

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
長
浜
2
0
1
6
」を

開
催
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
手
で

　
　
　
緑
豊
か
な
竹
生
島
を

　
　
　
　
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
!

　
カ
ワ
ウ
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
竹
生

島
。
な
か
で
も
島
全
体
を
覆
っ
て
い
た
タ
ブ
ノ

キ
林
は
、
学
術
的
に
も
貴
重
で
す
が
、
そ
の
多

く
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
タ
ブ
ノ
キ
林
の
回
復
を
目
指
し
て
、
昨
年
小

学
生
が
植
樹
し
た
タ
ブ
ノ
キ
を
守
る
た
め
、
周

辺
の
除
草
作
業
と
竹
生
島
の
自
然
に
つ
い
て
学

ぶ
学
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　 

８
時
〜
12
時

※
雨
天
中
止

【
と
こ
ろ
】
竹
生
島
　
※
尾
上
港
へ
集
合

【
定
　
員
】
20
人
（
先
着
順
）

【
申
込
み
】  

10
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
担

当
課
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み

　 

竹
生
島
タ
ブ
ノ
キ
林
の
保
全
・
再
生
事
業
推

進
協
議
会

　
森
林
整
備
課
内
〈
本
館
２
階
〉

　（
☎
６
５
│
６
５
２
６
）

　
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識
を
広
め
、
乳
が
ん
検

診
の
受
診
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
推
進

し
、
大
切
な
命
を
守
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
長
浜
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
や
あ
な
た
の
大
切
な
人

の
身
体
に
目
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

【
と
　
き
】
10
月
16
日
（
日
）

【
内
　
容
】

①
13
時
〜
14
時
30
分

　
講
演
会
『
み
ん
な
で
考
え
よ
う
!

　
　
　
　
　
乳
が
ん
検
診
Q
&
A
』

　
講
師
　
市
立
長
浜
病
院
　
東
出 

俊
一
医
師

　
会
場
　
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

②
15
時
〜

　
C
a
n
，c
e
♡
浜
姫
の
ラ
イ
ブ

　
湖
北
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
な
ど

　
会
場
　
豊
公
園
噴
水
前
広
場

③
17
時
30
分
〜

　 

長
浜
城
歴
史
博
物
館
等

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　 

近
江
高
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏

　
会
場

　 

豊
公
園
噴
水
前
広
場

主
催
： 

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
長
浜
実
行
委
員
会

問
合
せ

　
健
康
推
進
課
（
☎
６
５
│
７
７
５
９
）

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト

お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
各
施
設
と
も
）

　
８
時
30
分
〜
12
時

　
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　
11
月
27
日
（
日
）

　
毎
月
第
２
土
曜
日
は
市
内
に
献
血
バ
ス
が
定

期
配
車
さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 10
月
８
日
（
土
）
西
友
長
浜
楽
市
店

【
受
付
時
間
】
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　 

13
時
〜
15
時
30
分

※
４
０
０
ml
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

（h
ttp
://sh

iga.b
c.jrc.o

r.jp
/

）

外
国
人
と
英
語
だ
け
で
過
ご
す

　
１
泊
２
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
!

【
対
象
・
条
件
】

　
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
２
年
生
　

【
と
　
き
】

　
12
月
23
日
（
金
・
祝
）
〜
24
日
（
土
）

【
と
こ
ろ
】

　
森
林
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
余
呉
町
中
之
郷
）

【
定
　
員
】

　
30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
）

【
参
加
費
】

　
２
，０
０
０
円
（
食
事
代
）

【
申
込
み
】

　
市
内
各
学
校
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
の
参
加
申

込
書
を
10
月
11
日
（
火
）
ま
で
に
在
籍
す
る
学

校
を
通
し
て
、
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
担
当
課
に
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
教
育
指
導
課
〈
東
館
５
階
〉

　（
☎
６
５
│
８
６
０
５
）

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

問
森
林
整
備
課
（
☎
６
５

－

６
５
２
６
）

問
教
育
指
導
課
（
☎
６
５

－

８
６
０
５
）

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
９
）

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

課

提

て

だ

い

に
も
あ
りりりりりりりりりりりりりりり
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
。。。

滋賀の健康を考える双子の妖精
「しがのハグ＆クミ」
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夜
空
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
彩
る
花

火
。
空
に
山
に
湖
に
咲
き
乱
れ
る
光
の

華
は
、
私
た
ち
を
感
動
の
世
界
へ
誘
い

ま
す
。
花
火
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い

え
ば
火
薬
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
古
く
、
紀

元
前
３
世
紀
に
古
代
中
国
で
、
火
薬
の

原
料
と
な
る
硝
し
ょ
う
せ
き石

（
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
）

が
発
見
さ
れ
て
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
日
本
人
が
初
め
て
火
薬
と
遭
遇
し
た

の
は
、
鎌
倉
時
代
に
起
こ
っ
た
二
度
に

わ
た
る
元
軍
の
来
襲
事
件
「
元げ
ん
こ
う寇
」
の

時
で
、
日
本
の
武
士
団
は
、
火
薬
を

使
っ
た
武
器
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
２
７
０
年
後
の
天
文

十
二
年
（
１
５
４
３
）、
種
子
島
に
鉄

砲
が
伝
来
、
以
降
、
鉄
砲
・
火
薬
は
日

本
の
社
会
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
日
本
の

刀
鍛
冶
の
技
術
は
、
す
ぐ
に
鉄
砲
製
作

に
生
か
せ
る
ほ
ど
優
れ
て
い
た
た
め
、

鉄
砲
の
生
産
は
紀
州
（
和
歌
山
県
）
の

根ね
ご
ろ来

・
雑さ
い
か賀

、
和
泉
（
大
阪
府
）
の
堺
、

近
江
の
国
友
（
現
在
の
長
浜
市
国
友

町
）
な
ど
各
地
で
飛
躍
的
に
伸
び
て
い

き
ま
し
た
。

　
国
友
で
は
、
鉄
砲
伝
来
の
翌
年
に
は

早
く
も
鉄
砲
の
生
産
を
し
た
と
『
国
友

鉄
砲
記
』
に
は
あ
り
、
秀
吉
、
家
康
の

庇
護
の
も
と
そ
の
地
位
を
確
立
し
、
江

戸
時
代
初
期
に
は
幕
府
直
轄
の
鉄
砲

製
造
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
和
な
時
代
の
到
来
と
と
も
に
そ

の
注
文
も
減
り
、
鉄
砲
鍛
冶
た
ち
は
生

活
の
た
め
そ
の
技
術
を
生
か
し
、
金
工

彫
刻
や
花
火
製
作
に
転
向
し
て
い
き
ま

し
た
。
国
友
の
花
火
師
た
ち
は
、
地
元

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
請
わ
れ
れ
ば
県

内
、
全
国
各
地
へ
と
興
行
に
出
向
き
ま

し
た
。

　
宮
部
町
で
も
、
国
友
の
近
隣
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
花
火
の
愛
好
者
が
多
く
、

〝
袋
物
〞
と
呼
ば
れ
る
花
火
細
工
の
製

造
や
打
ち
上
げ
を
楽
し
ん
で
い
た
と
い

い
ま
す
。
姉
川
河
原
で
は
、
花
火
の
技

を
競
い
合
う
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、

花
火
の
指
令
所
や
見
物
用
の
桟
敷
と
し

て
「
花
火
の
陣
屋
」
が
置
か
れ
ま
し
た
。

花
火
の
陣
屋
は
、
正
面
が
城
門
の
よ
う

な
形
を
し
て
お
り
、
三
方
に
幔ま
ん
ま
く幕
が
張

り
巡
ら
さ
れ
、
門
の
外
に
は
髙
張
り
提

灯
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
〝
陣

屋
〞
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
偉
容
を
誇
り

ま
す
。
ま
た
天
井
に
は
、
花
火
の
落
下

を
防
御
す
る
た
め
の
網
が
張
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
、
宮
部
町
に
は
、
３
基
の
花
火

の
陣
屋
が
伝
わ
り
ま
す
。
宮
部
町
を

西
・
北
・
東
の
３
組
に
分
け
、
各
組
に

１
基
ず
つ
、「
飛ひ

雲う
ん
か
ん館
」・「
翁
お
き
な
ぐ
み組
」・

「
七な
な

星ほ
し

組ぐ
み

」
が
あ
り
ま
す
。
各
組
と
も

構
造
に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
付
属
品
の
一
つ
ひ
と
つ
に
独
自
の

特
徴
が
見
ら
れ
、
い
わ
ば
組
の
威
信
を

象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

　
河
川
敷
に
一
斉
に
並
べ
ら
れ
た
陣
屋

は
、
い
や
お
う
な
し
に
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
々
は
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
花
火
見
物
を
し

た
そ
う
で
す
が
、
花
火
は
楽
し
み
の

少
な
か
っ
た
民
衆
の
娯
楽
の
一
つ
で
あ

り
、
泰
平
の
世
に
生
ま
れ
た
町
人
文
化

の
象
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
な
お
、
江
戸
時
代
の
花
火
は
、
黒
色

火
薬
の
み
の
単
色
で
光
の
弱
い
「
和わ

火び

」
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
も
の
で
し
た

が
、
今
の
よ
う
に
色
鮮
や
か
な
花
火
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治

時
代
に
化
学
製
品
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
日
本
の
花
火
は
、

世
界
一
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
数
十

か
国
に
輸
出
さ
れ
、
世
界
の
夜
空
を

彩
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、国
友
町
に
四
基
あ
る
花
火

の
陣
屋
の
う
ち
、西
組
所
有
の
も
の
も

長
浜
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

66

花火の陣屋
飛雲館・翁組・七星組　各１基
飛雲館・翁組　昭和56年２月19日指定
七星組　　　　平成６年６月17日指定
所有者：宮部町自治会

長浜市指定文化財・有形民俗文化財

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

▲花火の陣屋（飛雲館）
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　長浜北商工会では、４年前からカップリングイベント

を実施しています。これまでに10組のカップルが成立し、

１組がご結婚されました。今年も楽しいカップリングイ

ベントを開催しますので、ぜひご参加ください。

【と　き】 10月23日（日）　10時～16時
【ところ】 JR長浜駅西口　集合
【対　象】 20歳～35歳の独身男女
【定　員】 男女各15人
※定員を超えた場合は抽選

【内　容】 湖北の名所散策およびレクリエーション
【参加費】 男性4,000円　女性2,000円
【申込み】   10月14日（金）までに氏名、住所、年齢を電話か

メールで下記まで。

問・申  長浜北商工会　担当　伊藤

　　　　☎８２－５０５１　kohoku.bustour@gmail.com

　　　  企画　北近江観光株式会社（高月町唐川）
　　　　 （滋賀県知事登録第２-247号）☎85-3330

　湖の見える広場で「キラめく恋」始めませんか。

　婚活の講師が皆さんのコミュニケーションづくりのお

手伝い。ビュッフェスタイルで食事やデザートを楽しみ

ながら、たくさんの人たちと素敵な時間を過ごし、人生

のパートナーを見つけましょう。成立したカップルには、

抽選で豪華賞品が当たります!

【と　き】 11月12日（土）
　　　　 15時～20時（受付14時30分～）

【ところ】 北ビワコホテルグラツィエ（港町）
【対　象】 20歳～45歳の独身男女

【定　員】 男女各80人
※定員を超えた場合は抽選

【参加費】 男性7,500円　女性2,500円
【締切り】 10月31日（月）
【申込み】   チラシの申込用紙をFAXで下記まで。長浜商工

会議所ホームページからも申し込めます。チラ

シは下記までご連絡ください。

問・申  長浜商工会議所青年部　担当　花澤

　　　　☎６２－２５００　　 ６２－８００１

　　　　http://nagahama-yeg.net/

　この出会いを大切にしたい

　この出会いを明日へ繋げたい

　そんなあなたを応援しています。

【と　き】 11月27日（日）　一部　10時～12時頃　　　　　
　　　　　　　　　　　 二部　14時～16時頃

【ところ】 長浜ロイヤルホテル（大島町） 
【内　容】 自己紹介、デザート&トーク
　　　　 カップリング発表など

【定　員】 一部・二部とも男女各10人
※定員を超えた場合は抽選

【参加費】男性4,000円　女性3,000円
※ 参加確定後のキャンセルは負担金がかかります。

【対　象】 一部　男性:30～39歳の独身の人
　　　　 二部　男性:40～49歳の独身の人

※ 女性は、年齢制限なしの独身の人で、申込時に一部か

二部を選択。男性は長浜市・米原市在住または在勤と

し、女性は地域を問わず。

【申込み】   ①住所②氏名③生年月日④性別⑤職業⑥婚歴
⑦連絡先を直接または電話、FAX、郵送、メー

ルで下記まで。女性は一部か二部を選択し、明

記してください。

【受付期間】 10月３日（月）～11月４日（金）　※必着
※詳細は市のホームページにも掲載しています。

問・申  湖北地域農業センター（〒526-0065　公園町９-23）

　　　 ☎６２－４１４３　 ６２－４１４４

　　　 *kohoku-nougyou@tree.odn.ne.jp

秋のコンカツ♥アラカルト
問社会福祉課（☎６５－６５３６）

KOHOKU カップリングバスツアー

恋するビワコン in 長浜

本気の婚活ミニパーティー　Part ２　主催:湖北地区結婚相談員連絡会

（　　　　　　　　　　　　　　　）
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「
新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す問

生
涯
学
習
課
（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

な
が
は
ま
ス
ポ
ー
ツ
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

長
浜
柔
道
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

第
70
回

駅
伝
競
走
大
会 

参
加
チ
ー
ム
募
集

【
と

　
き
】

　
平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
13
時
〜
14
時
30
分
　
受
付
12
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】

※ 

本
年
度
は
２
会
場
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
長
浜
会
場
:
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
大
島
町
）

　
長
浜
・
浅
井
・
び
わ
・
虎
姫
・
湖
北
地
域
の
人

●
伊
香
会
場
: 

木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
木
之
本
町

木
之
本
）

　
高
月
・
木
之
本
・
余
呉
・
西
浅
井
地
域
の
人

【
対
象
者
】  

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
、
市
内
在
住
も
し
く
は
長
浜
市
出
身

の
人

◇ 

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
に
は
、
10
月
中
旬
に
案
内
状
を

発
送
す
る
予
定
で
す
。
進
学
や
就
職
な
ど
で
市
外
に
住

民
票
を
異
動
し
て
い
る
人
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
ま
で
電
話
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

●
長
浜
会
場

　
生
涯
学
習
課
（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

●
伊
香
会
場

　
北
部
振
興
局
地
域
振
興
課
（
☎
８
２

－

５
９
０
０
）

リ
オ
五
輪
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス
ト

　
大
野
将
平
選
手 

が
や
っ
て
く
る
！

　「
一
流
選
手
の
技
を
学
び
た
い
」、「
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」。
そ
ん
な
夢
を
応
援
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
10
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
　

【
と
こ
ろ
】
木
之
本
運
動
広
場
体
育
館
（
木
之
本
町
西
山
）

【
内
　
容
】
実
技
指
導
・
技
披
露
・
講
話
等

【
対
　
象
】
小
学
生
以
上
　

【
参
加
料
】
無
料

【
定
　
員
】
２
５
０
人
（
先
着
順
）

【
持
ち
物
】
水
筒
・
タ
オ
ル
・
柔
道
着

【
申
込
み
】
10
月
４
日（
火
）８
時
30
分
か
ら
直
接
左
記
ま
で
。

電
話
予
約
も
で
き
ま
す
が
、
直
接
申
込
み
を
優

先
し
ま
す
。

※ 

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
柔
道
着
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

見
学
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
見
学
者
多
数
の
場
合
は

安
全
確
保
の
た
め
入
場
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　（
公
財
）
長
浜
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

　
長
浜
市
民
体
育
館
（
☎
６
３

－

９
８
０
６
）

【
と

　
き
】
11
月
３
日（
木
・
祝
） 

※
荒
天
中
止

【
と
こ
ろ
】
浅
井
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
大
依
町
）

【
部

　
門
】

①
小
学
生
の
部
　
５
年
生
以
上
の
市
内
小
学
生
チ
ー
ム

※
（
男
女
各
２
名
）

②
中
学
男
子
の
部
　 

自
校
生
徒
で
編
成
し
た
市
内
の
チ
ー
ム

③ 

中
学
女
子
の
部
　 

自
校
生
徒
で
編
成
し
た
市
内
の
チ
ー
ム

④ 

女
子
の
部
　 

15
歳
以
上（
中
学
生
不
可
）の
チ
ー
ム

⑤ 

高
校
男
子
の
部
　 

自
校
生
徒
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

⑥
一
般
の
部
　
15
歳
以
上
（
中
学
生
不
可
）
の
チ
ー
ム

※
男
女
混
成
可

【
区
　
間
】

　
①
は
１
〜
４
区
（
各
１
㎞
・
全
長
４
㎞
）

　
②
は
１
〜
４
区
（
各
３
㎞
・
全
長
12
㎞
）

　
③
④
は
１
〜
４
区
（
各
２
㎞
・
全
長
８
㎞
）

　
⑤
⑥
は
１
〜
４
区
（
各
３
・
８
㎞
・
全
長
15
・
２
㎞
）

【
チ
ー
ム
編
成
】  

各
部
門
と
も
、
監
督
１
人
、
選
手
４
人
、

補
欠
２
人
の
計
７
人
を
原
則
と
し
ま
す
。

【
申
込
み
期
限
】
10
月
14
日
（
金
）

【
参
加
費
】

○
小
学
生
、
中
学
生
男
子
、
中
学
生
女
子
の
部
は
無
料

○ 

女
子
、
高
校
男
子
、
一
般
の
部
は
４
，０
０
０
円
／
チ
ー
ム

※
中
学
校
は
一
校
に
つ
き
男
女
各
３
チ
ー
ム
以
内
と
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
浅
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
４

－

３
３
５
５
）

プロフィール
1992年生。山口県出身。
７歳のときスポーツ少年団
で柔道をはじめ、小学卒業
後は上京、講堂学舎所属と
なる。天理大学に進学し、
世界ジュニア、講道館杯等
で優勝。卒業後も世界選手
権優勝など向かうところ敵
なしの活躍。この夏、リオ
デジャネイロオリンピック
で、「美しく強い柔道」で
みごと金メダルに輝く
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

第第第第第第第11111113333333回回回回回回BBBBBB&&&&&&&GGGGGGGカカカカカカッッッッッップププププププ  グググググググララララララウウウウウウンンンンンンドドドドドド・・ゴゴゴゴゴゴゴルルルルルルフフフフフフ大大大大大大大会会会会会会会

タイニー“かわいい”
クリスマスコンサートVol.6

～滋賀県選択無形民俗文化財～
人形浄瑠璃『冨田人形』“秋”公演

お届けします！

記事広告

【と　き】10月27日（木）８時45分～12時
　　　　 ※雨天時は28日（金）に順延

【ところ】浅井ふれあいグラウンド（大依町）
【対　象】一般男女
【参加費】500円/人
【定　員】100人（先着順）　※定員になり次第受付終了
【申込み】  10月２日（日）から受付開始。申込書に参加費を

添えて直接右記まで。（電話予約可）

※ 自己都合のキャンセルの場合、参加費は原則としてお

返しできません。

【ルール等】
・32ホールの個人ストロークマッチ

・日本グラウンド・ゴルフ協会公認規則に準じます。

・組分けは主催者で決定します。

問・申　浅井B&G海洋センター（☎７４－３３５５)

問 長浜文化芸術会館（☎63－7400）
【前売所】長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、長浜サンパレス、浅井B&G海洋センター　ほか

　子どもたちが生演奏を聴いて、本物の音を感じ
ることで、豊かな感性が育ちます。家族みんなで
楽しめるコンサートです。

【と　き】12月11日（日）
　　　　 14時～16時（13時30分開場）
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
【出　演】    アート・オブ・エレガンス　アンサンブ

ル、梅本伸子（フルート）、星名祐子（ク
ラリネット）、服部智香子（ピアノ）、大瀧
真由美（オルガン）、中路友恵（パーカッ
ション）　ほか

【演　目】  体操のお兄さんと生演奏に合わせて体
操しよう　ほか

【入場料】全席自由
　　　　 大　人　　　1,000円（当日200円増し）
　　　　 中学生以下　　500円（当日200円増し）
　　　　 親子ペア券　1,300円（当日300円増し）
【発売開始】10月８日（土）から下記前売所で。

　百数十年の伝統を誇る人形浄瑠璃を、ぜひお
楽しみください。

【と　き】12月４日（日）
　　　　 13時30分開演（13時開場）
【ところ】びわ文化学習センター（リュートプラザ）
【演　目】壷坂観音霊験記　団子売り　ほか
【入場料】一般前売1,000円（当日200円増し）
　　　　 高校生以下無料
【発売開始】10月１日（土）から下記前売所で。
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◆ 硬式テニス冬季スクール受講生募集
【と　き】  11月２日、16日、12月７日、

14日、21日 平成29年１月10
日、２月15日、22日

　　　　 いずれも19時30分～21時
※１月10日（火）を除き全て水曜日
【ところ】  長浜バイオ大学ドーム（田村町）
【受講料】7,000円（全８回分）
【対　象】11歳以上の初級者
【定　員】24人（先着順）
【申込み】  10月20日（木）までに名前と連

絡先をメールで下記まで。
問・申長浜テニス協会
　　 nagahamatennis@yahoo.co.jp
◆フリーマーケットinこほく
　出店者募集
【と　き】11月５日（土）10時～14時
【ところ】  湖北文化ホール（湖北町速水）
【定　数】  43ブース（１人１ブースまで）
【区　画】  間口2.5m×奥行２m四方
【出店料】  600円
【申込み】  10月15日（土）までに、往復

はがきに①郵便番号②住所
③氏名④出店内容⑤連絡先
（携帯）を記入して下記まで。

※申込み多数の場合は抽選。
問・申  湖北公民館（〒529－0341　湖北町

速水2745　☎７８－１２８７）

相　　談
◆税の無料相談
税全般に関する相談を税理士が無料で
受け付けます。
【と　き】  10月18日、11月15日、12月

20日、平成29年１月17日、２
月21日

※いずれも火曜日、13時30分～16時30分
【ところ】市役所本庁舎１階相談室
【申込み】電話で下記まで。
問・申税務課（☎６５－６５２４）

◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。
【と　き】10月13日（木）
　　　　 13時30分～16時

【ところ】高月支所（高月町渡岸寺）
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）
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女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　 10月15日（土）12時～16時
　　　　 11月10日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

結婚相談
【長浜地域】 10月27日（木）18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】 10月28日（金）18時～20時

湯田公民館（内保町）
【びわ地域】 10月21日（金）19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】 10月28日（金）18時～20時

虎姫公民館（田町）
【湖北地域】 10月20日（木）18時～20時

湖北公民館（湖北町速水）
【高月地域】 10月12日（水）13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】 10月20日（木）15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】 10月22日（土）10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】 10月19日（水）13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）
問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で検索
またはＱＲコード
※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年です。
再登録を希望する人は、各
会場で申請をお願いします。 不用品交換情報（９月９日現在）

◆ください（無料）
○裁断機○炊飯器○電子レンジ○スーツケー
ス○米の保管庫（６俵・３俵）○婦人用自
転車○電子キーボード○ベビーカー○テープ
レコーダー○花用植木鉢○血圧計○NECの
ワープロ○全自動洗濯機○ラミネーター
◆あげます（無料）
○本棚○タンス○シングルベッド○植木鉢
○補助輪付き子ども用自転車○子ども用ブ
ランコ○エレクトーン○富士通のワープロ
○マットレス○野菜用プランター○乳母車
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

10月の税・料
固定資産税・都市計画税　３期
国民健康保険料　　　　　５期
介護保険料　　　　　　　５期
後期高齢者医療保険料　　４期 

長浜米原休日急患診療所
10・11月の診療日のお知らせ
【診療日】　 10月２日、９日、10日、16日、

23日、30日
11月３日、６日、13日、20日、
23日、27日

【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。
※ 受診時は健康保険証・お薬手帳・母子健
康手帳（乳幼児の場合）をお忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

有料広告欄

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

催　　し
◆大道芸フェスタin虎御前2016
今年は日韓を代表するパフォーマーが
勢揃い。入場無料。
【と　き】10月10日（月・祝）10時～16時
※雨天決行
【ところ】  虎姫生きがいセンター（宮部町）
【出演者】Performer SYO!、うつしお

み、サクノキ、MAY、ノン&
モンモン、TeamFunniest

問とらひめまつり大会委員会事務局
　（☎７３－４０６０）
◆長浜きもの大園遊会
市街地一帯を全国から集まった着物女
性1000人がそぞろ歩きます。スペシャ
ルゲストとして、NHK大河ドラマ「真
田丸」で石田三成役の山本耕史さんを
迎えます。
【と　き】  10月15日（土）10時～15時30分
【ところ】  長浜八幡宮、市街地商店街

一帯、大通寺など
【対　象】  16歳～40歳の女性（平成28年

４月１日時点）
※詳しくは下記ホームページまで。
http://kitabiwako.jp/syusse/enyu/
問長浜きもの大園遊会運営委員会事務局
（観光振興課内）（☎６５－６５２１）
◆ 滋賀県高等学校総合文化祭　　　
総合発表会

合唱、吹奏楽、日本音楽、郷土芸能、
書道や美術など、県内高校生の文化芸
術活動を一堂に紹介します。
【と　き】  10月22日（土）13時30分～15時

30分（開場12時30分）
【ところ】  滋賀県立文化産業交流会館

（米原市下多良）
【定　員】500人
※申込不要、観覧無料
問滋賀県高等学校文化連盟
　（☎０７４９－２８－２２３１）
◆RINKOハロウィンパーティー
おばけに奪われたお菓子をとりもどす
ゲームや、かぼちゃの小物入れ作りを
します。お菓子を食べてみんなでパー
ティーしよう。

【と　き】10月23日（日）10時～12時
　　　　　　　　　　 13時～15時
【ところ】臨湖（港町）
【参加費】  子ども１人800円（お菓子付き）
【対　象】  ２～12歳程度（保護者同伴可）
【申込み】電話で下記まで。
問・申臨湖（☎６５－２１２０）
◆歌はともだちコンサート
歌のお姉さんたちとふれあえるコン
サートやミュージカルです。
【と　き】11月29日（火）10時～11時
【ところ】  湖北文化ホール（湖北町速水）
【入場料】子ども（１～15歳）200円
　　　　 大人300円
※当日券はそれぞれ50円増。
※ チケットは10月３日（月）から湖北公
民館で販売。水曜・祝日休館。

問湖北公民館（☎７８－１２８７）

講座・教室
◆体験教室「竹かご作り」
地元産の竹を使って、インテリアとし
て使える四海波かごを作ります。
【と　き】  10月16日（日）13時30分～16時
【ところ】  浅井歴史民俗資料館（大依町）
【参加費】500円
【定　員】20人
【対　象】  一般、子ども（小学生以上で、

親子で参加できる人）
【申込み】電話で下記まで。
問浅井歴史民俗資料館（☎７４－０１０１）
◆ ながはま・こほく創業塾プレセミナー
実際に起業した人の生の声を聞くこと
ができる無料のセミナーです。
【と　き】  10月23日（日）13時30分～18時15分
【ところ】  北ビワコホテルグラツィエ（港町）
【内　容】  第１部：13時30分～15時50分

講演会「滋賀から世界へ!地
域の起業家が生み出す流れ」

　　　　 第２部：16時45分～18時15分
　　　　 参加者交流会
【参加費】第１部　無料
　　　　 第２部　1,000円
【申込み】電話で下記まで。

問・申  （一社）長浜ビジネスサポート協議会
　　 事務局　長浜北商工会（☎８２－５０５１）
◆ 介護福祉士国家試験対策公開講座
【と　き】
集中講座：11月30日（水）、12月１日（木）
直前講座：１月12日（木）
　　　　　いずれも10時～17時
【ところ】  特別養護老人ホームアンタ

レス（加田町）
【講　師】  いとう総研 伊東 利洋 先生
【受講料】6,000円/日
※研修資料費2,332円が別途必要
【定　員】60人（先着順）
【申込み】  11月18日（金）までに電話で

下記まで。
問青祥会法人本部（☎６８－４１１４）

募　　集
◆ 日本語教室受講生・ボランティア
講師募集

日本語を学びたい外国人とボランティ
ア講師として日本語を教える講師を募
集しています。資格は不要です。
【と　き】  毎週水・土曜日
　　　　 19時～20時30分
※どちらかの曜日だけでも可能。
【ところ】  長浜市多文化共生・国際文

化交流ハウスGEO（神照町）
【受講料】  ４回1,000円（チケット制）
【申込み】電話で下記まで。
問・申  長浜ユネスコ協会事務局（生涯学

習課内）（☎６５－６５５２）
◆JICAボランティア募集
技術や経験を活かし、発展途上国の
人々と共に生活しながら行う海外ボラ
ンティアです。
【応募資格】
○青年海外協力隊　20～39歳
○ シニア海外ボランティア　40～69歳
※いずれも日本国籍を有する人
【募集期間】９月30日（金）～11月４日（金）
詳しくは下記ホームページまで。
http://www.joca.or.jp/
問・申（公社）青年海外協力協会JOCA近畿支部
      （☎０６－６３７５－２２２４）
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まちの
人口

平成28年９月１日現在   人口 120,441人   男 58,905人   女 61,536人   世帯数 44,970世帯

平成28年８月中の異動   転入 236人   転出 257人   出生 107人   死亡 96人   婚姻 48件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所:永原診療所

永原診療所　所長

上田　祐樹さん（西浅井町大浦）

元気に大きくなってくれてありがとう♡

パパとママの宝物だよ♡ これからも

いろんなことに挑戦していこうね♪

いつもパパやママ、まわりのみんなを笑

わせてくれるあっくん☆これからも元気

いっぱい、のびのび大きくなあれ!
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永原診療所　所長永永原原診診療所療所　所長所長

上田 祐樹上田 祐樹祐樹ささん（ 浅井町大浦）んん（（西浅西浅井浅井井町大町大浦大浦）浦）

人に地域に寄り添う医療を

　地域に溶け込む医師に憧れの気持ち
を抱いて、地域医療の道を志したのは
高校生の時。以来十数年経過して、や
っぱりこの道を選んでよかったと話す
上田さん。
　西浅井地域には永原診療所と塩津診
療所があり、医師はそれぞれに１人ず
つ。そんな小さな診療所に、診察日に
なると多い日でおよそ70人もの人が訪
れます。そのたびに地域の人々に頼ら
れていることに気づき、責任感とやり
がいを感じているそうです。
　「地域医療とは患者個人をみるだけで
なく、その家族をみること。さらには
コミュニティ全体をみることが大切」。
病気を治すことだけでなく、その地域
に合った医療や寄り添いがあってこそ

の地域医療だと考える上田さん。その
ためにも、まずは地域のことを知ろう
と、集落の祭りやイベントなどにも積
極的に顔を出します。西浅井には社交
的で気さくな人が多く、「先生、いつも
ありがとう」などと気楽に声をかけて
もらえるのが嬉しいのだとか。「地域の
人との壁をなくして、普段からオープ
ンに付き合うことで、その人の健康な
時の姿をイメージして治療にあたれる。
これが一番大事なこと」という上田さ
んの言葉から、地域医療の奥深さが感
じられます。
　医師として地域と関わっていく中で、
向き合うことのひとつに「看取り」が
あります。家族から「最期まで診てい
ただきありがとうございました」とお

礼の言葉をかけてもらうたびに、人を
最期まで支えていく地域医療の医師は、
病気を癒すことだけでなく、地域の人
にとって身近な存在でなければならな
いと痛感するそうです。
　今後、若年人口が減少してさらに高
齢化が進むとみられ、今まで以上に往
診や介護の必要性が増えると見込まれ
る西浅井。そのような地域の医療を支
えていくために、上田さんは今後も自
分が西浅井で医師を続け、後進の指導
と医療体制の強化に取り組まなければ、
と話します。
　「誰もが安心して医療が受けられるま
ちを作るために、全力を尽くしたい」と
語る上田さんの眼差しの向こうには、長
浜の地域医療の進む道が続いています。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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